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６
月
29
日
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
戦

で
２
打
席
連
続
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
て
大
き
な
話
題
と
な
っ
た

大
谷
翔
平
投
手
の
巨
大
写
真
パ

ネ
ル
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
米
大
リ
ー

グ
機
構
︵
Ｍ
Ｌ
Ｂ
︶
本
部
オ
フ

ィ
ス
︵
６
番
街
と
50
丁
目
︶
に

登
場
し
た
。
大
谷
は
今
月
２
日

に
も
ア
ナ
ハ
イ
ム
の
オ
リ
オ
ー

ル
ズ
戦
で
２
打
席
連
続
本
塁

打
、４
日
も
31
号
ソ
ロ
を
放
ち
、

松
井
秀
喜
が
２
０
０
４
年
に
マ

ー
ク
し
た
日
本
選
手
シ
ー
ズ
ン

最
多
本
塁
打
記
録
に
並
ん
だ
。

　

同
所
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
リ
テ
ー
ル

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
昨
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
。
外
壁
に
取
り
つ
け

ら
れ
た
の
は
ビ
ル
の
２
階
分
に

相
当
す
る
特
大
の
写
真
で
、
ソ

ト
︵
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
︶、
デ
グ

ロ
ム
︵
メ
ッ
ツ
︶、ゲ
レ
ロ
︵
ブ

ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
︶
ら
各
球
団
の

ト
ッ
プ
選
手
た
ち
の
横
に
堂
々

と
肩
を
並
べ
て
い
る
。
多
く
の

観
光
客
が
写
真
を
背
に
記
念
撮

影
を
し
て
お
り
、
日
本
人
に
と

っ
て
も
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
な
り
そ
う
だ
。

　
　
　

︵
写
真
・
高
田
由
起
子
︶

大
谷
翔
平
投
手

Ｍ
Ｌ
Ｂ
大
看
板

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
選
挙
管

理
委
員
会
は
6
日
、
次
期
市
長

選
挙
の
民
主
党
予
備
選
の
集
計

結
果
を
公
表
し
た
。
得
票
率
は

ア
ダ
ム
ス
氏
が
50
・
5
％
、
ガ

ル
シ
ア
氏
が
49
・
5
％
と
な
っ

た
。
警
察
官
出
身
で
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
区
長
の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ

ム
ス
氏
︵
60
︶
が
小
差
で
前
市

衛
生
局
長
の
キ
ャ
ス
リ
ン
・
ガ

ル
シ
ア
氏
︵
51
︶
を
リ
ー
ド
し
、

Ａ
Ｐ
通
信
は
、
速
報
で
ア
ダ
ム

ス
氏
が
勝
利
を
確
実
に
し
た
と

報
じ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
も
ア
ダ
ム
ス
勝
利
と
伝
え

た
。
共
和
党
候
補
を
既
に
決
め

て
い
る
﹁
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
﹂
の
創
設
者
、
カ

ー
テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ
氏
︵
67
︶

と
11
月
の
本
選
で
戦
う
が
、
同

市
は
民
主
党
支
持
者
が
圧
倒
的

に
多
い
た
め
、
ア
ダ
ム
ス
氏
が

有
利
な
情
勢
で
、
当
選
す
れ
ば

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
デ
ィ
ン
キ
ン
ズ

元
市
長
に
次
ぎ
史
上
２
番
目
の

黒
人
市
長
と
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
１
年
延
期
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
︵
以
下
東
京
五
輪
︶
が
７
月

23
日
に
開
幕
す
る
。
日
本
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た

な
感
染
拡
大
の
波
が
起
き
て
い

る
た
め
観
客
制
限
を
行
う
。
す

で
に
海
外
観
客
の
受
け
入
れ

は
３
月
に
は
断
念
す
る
と
発

表
。
政
府
の
イ
ベ
ン
ト
制
限
方

針
で
あ
る
﹁
定
員
の
50
％
以

内
で
最
大
5
千
人
﹂
に
従
い

観
客
5
０
０
０
人
以
下
の
場

合
は
そ
の
ま
ま
会
場
に
入
れ
、

５
０
０
０
人
を
超
え
る
開
閉
会

式
や
野
球
、
陸
上
な
ど
の
大
規

模
会
場
と
午
後
９
時
以
降
の
競

技
を
無
観
客
に
す
る
。
こ
の
た

め
全
体
の
４
割
ほ
ど
が
無
観
客

に
な
る
見
込
み
と
い
う
。

　

東
京
五
輪
に
伴
う
感
染
拡
大

を
め
ぐ
っ
て
は
６
月
18
日
、
政

府
の
分
科
会
の
尾
身
茂
会
長
な

ど
専
門
家
が
提
言
を
ま
と
め
大

会
組
織
委
員
会
の
橋
本
会
長
と

西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣
に

﹁
無
観
客
が
望
ま
し
い
﹂
と
す

る
提
言
を
提
出
し
た
。
日
本
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
率︵
２
回
完
了
︶

が
13
・
77
％
︵
７
月
５
日
現

在
︶
ほ
ど
で
、
感
染
力
の
強
い

﹁
デ
ル
タ
株
﹂
の
拡
大
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
懸
念
が
あ

る
。
し
か
し
感
染
を
抑
え
た
と

す
る
国
々
で
は
、
テ
ニ
ス
の
全

仏
オ
ー
プ
ン
や
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド

ン
、サ
ッ
カ
ー
の
欧
州
選
手
権
、

米
国
で
は
大
リ
ー
グ
な
ど
で
す

で
に
観
客
を
多
数
入
れ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
︵
Ｉ
Ｏ
Ｃ
︶
は
日
本

は
感
染
を
十
分
抑
え
て
い
る
と

い
う
見
方
で
開
催
に
変
更
は
な

い
。
仮
に
日
本
側
が
中
止
を
要

望
し
た
場
合
、﹁
開
催
都
市
契

約
﹂
に
基
づ
い
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
か

ら
多
額
の
賠
償
金
を
請
求
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

４
年
に
一
度
し
か
な
い
五
輪

は
選
手
に
と
っ
て
は
当
然
開
催

し
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
は
五
輪
の
最
終
予
選
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
野

球
で
６
月
の
メ
キ
シ
コ
で
の
最

終
予
選
を
強
豪
の
台
湾
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
辞
退
。
陸
上
も

ア
フ
リ
カ
選
手
権
が
中
止
、
ボ

ク
シ
ン
グ
や
水
泳
の
世
界
最
終

予
選
な
ど
も
断
念
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
五
輪
出
場
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
た
選
手
が
出
る
こ
と

と
な
っ
た
。
開
催
国
と
し
て
予

め
参
加
枠
の
あ
る
日
本
は
有
利

で
、
米
国
の
陸
上
チ
ー
ム
が
千

葉
で
の
合
宿
を
中
止
に
す
る
な

ど
各
国
の
選
手
団
が
コ
ロ
ナ
禍

で
調
整
に
支
障
が
出
て
い
る
な

か
、
日
本
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の

多
く
が
開
催
に
消
極
的
と
言
わ

れ
る
東
京
五
輪
だ
が
、
日
本
選

手
の
活
躍
は
誰
に
と
っ
て
も
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
違
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
東
京
五
輪

日
本
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
か

ア
ダ
ム
ス
氏
が
勝
利

Ｎ
Ｙ
市
長
民
主
予
備
選

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://japanvillage.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://nipponexpressusa.com/


2021 年（令和 3 年）7 月10 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［NY生活ウーマン］　　(2  )

 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

金
融
街
で
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
気
分

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 116

　猛暑の日を「ウィンターガーデン」で涼む。ダウンタウンにあるこのアト
リウムは、1988 年に建設された旧ワールド・ファイナンシャル・センターが
９・11 事件でダメージを受けた後、2002 年 9 月 17 日に 2000 枚のガラス板、
5400 平方メートルの大理石の床と階段などでブルックフィールドプレイス・
オフィスコンプレックスとして再建、再開した。冷房のきいたビルの 10 階
建てに相当するアーチ型のパビリオンでは昼食時になると、予防接種を済ま
せてマスクを外したビルの金融スペシャリストや旅行者が２階のフードコー
トにせっせと足を運ぶ。窓越しにハドソン川を行き来するヨットを眺めなが
ら昼食をとるとコロナ禍も忘れる。

（ワインスタイン今井絹江、写真も )

JULY

  ◇氏名：マリア　（30 歳）
◇職業：主婦
◇居住地：コロンビアのボゴタ
市
◇着用の服：帽子はギャップ、
靴はザラ、ベルトとイアリング
はコロンビアから
◇よく利用する店：特になし

◇好きなブランド：ケイトスペー
ド
◇着こなしで気をつけているこ
と：色彩が好きだから、カラフ
ルで着心地の良いものを選ぶ
◇撮影場所：「ウィンターガーデ
ン」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ジ
・
サ

ン
ケ
イ
・
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
ン
ク
︵
Ｆ
Ｃ
Ｉ
︶
の
キ
ャ
ス

タ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
久
下
香

織
子
さ
ん
。
来
年
米
国
で
の
日

本
語
放
送
40
周
年
を
迎
え
る
同

社
に
あ
っ
て
、
１
９
９
８
年
か

ら
勤
務
し
て
今
年
で
23
年
に
な

る
同
社
の
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
看

板
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
。
日
本
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
報
道
番
組
を
経
て
フ
ジ

テ
レ
ビ
に
移
り
98
年
に
来
米
。

平
日
の
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
放

送
し
て
い
る
朝
の
番
組
﹁FC

I 
N

ew
s C

atch!

﹂
を
ふ
り
出

し
に
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の

打
ち
上
げ
や
、同
時
多
発
テ
ロ
、

ハ
リ
ケ
ー
ン
取
材
な
ど
で
全
米

を
飛
び
回
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

生
活
を
続
け
て
き
た
。

　

現
在
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス

が
伝
え
た
一
週
間
の
ニ
ュ
ー
ス

を
日
本
語
に
ま
と
め
直
し
て
解

説
を
加
え
て
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー

﹁W
eekly C

atch!

﹂
の
キ
ャ

ス
タ
ー
を
務
め
て
い
る
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
在
米
視
聴
者
に

と
っ
て
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ

る
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
週
金
曜
日
に

放
送
し
て
い
る
。
日
本
の
ニ
ュ

ー
ス
番
組
で
は
扱
わ
な
い
よ
う

な
項
目
で
も
、
在
米
邦
人
に
と

っ
て
は
大
事
な
内
容
で
あ
れ
ば

取
り
上
げ
る
。
そ
ん
な
生
活
者

視
点
の
報
道
が
日
本
国
内
の
視

聴
者
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
の
か

Y
ouT

ube

で
の
ヒ
ッ
ト
数
も

最
近
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

　

昨
年
か
ら
１
年
半
続
い
て
い

る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
放
送
も
、
当

初
は
自
宅
か
ら
の
収
録
や
放
送

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
前
代

未
聞
の
手
探
り
が
続
い
た
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
語

放
送
は
、
米
国
、
と
り
わ
け
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
に
と
っ

て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
や
出
入

国
制
限
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

の
情
報
を
分
か
り
や
す
い
日
本

語
で
伝
え
て
も
ら
え
る
か
け
が

え
の
な
い
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
で

あ
り
生
命
線
と
な
っ
て
い
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
目
の
前
に
流

れ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
は
迷
わ
ず

掴
ん
で
き
た
人
生
だ
。
小
学
校

か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
英

語
は
得
意
で
、
上
智
大
学
時
代

か
ら
サ
イ
マ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
で
の
同
時
通
訳
や
企
業

派
遣
留
学
生
対
象
の
語
学
教
師

を
こ
な
し
、
人
に
勧
め
ら
れ
て

受
け
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
﹁
中
学

生
日
記
﹂
の
教
師
役
に
合
格
し

て
２
年
間
女
優
生
活
、
モ
デ
ル

と
し
て
も
活
躍
す
る
な
ど
常
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
き

た
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
に
見
え

る
。
が
、
本
人
は
幼
稚
園
時
代

の
人
見
知
り
の
強
い
﹁
夢
見
る

夢
子
ち
ゃ
ん
﹂
だ
っ
た
頃
の
思

い
を
心
の
隅
に
抱
え
て
い
る
。

﹁
23
年
も
長
く
続
い
て
い
る
の

は
、
き
っ
と
１
本
１
分
半
の
ニ

ュ
ー
ス
が
私
に
向
い
て
い
る
か

ら
﹂
と
笑
う
。
家
庭
で
は
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
フ
レ
ッ
ド
・
カ

タ
ヤ
マ
氏
の
妻
で
あ
り
９
月
か

ら
高
校
生
に
な
る
長
男
の
母
で

も
あ
る
。
神
奈
川
県
出
身
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

FCI キャスター

久下香織子さん

在
米
邦
人
の
視
点
で
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る

https://fujisankei.com
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イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

 ケン 青木

86

　

夏
の
日
差
し
が
眩
し
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
川
や
池
そ
し
て
海
な

ど
水
辺
が
近
く
に
あ
っ
て
い
い

で
す
ね
。
今
回
は
そ
ん
な
状
況

で
一
足
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
便

利
な
ば
か
り
で
な
く
、
足
元
す

べ
り
に
く
く
、
よ
り
安
全
と

い
う
﹁Sperry Sole

︵
ス
ペ

リ
ー
・
ソ
ー
ル
︶
﹂
︵
駄
洒
落
で

は
あ
り
ま
せ
ん
笑
︶
と
呼
ば
れ

る
ゴ
ム
底
の
ス
ニ
ー
カ
ー
に
つ

い
て
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

昔
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
社
で
仕
事
を
し
て
い
た

頃
、sports tie

と
い
う
12
種

類
の
ス
ポ
ー
ツ
を
紺
色
ベ
ー
ス

の
シ
ル
ク
地
に
刺
繍
し
た
ネ
ク

タ
イ
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
﹁
最
も
格
式
が
高
い
ス

ポ
ー
ツ
は
実
は
ヨ
ッ
ト
。
で
、

次
は
乗
馬
﹂
だ
と
言
わ
れ
、﹁
へ

ー
っ
！
﹂
と
。
も
ち
ろ
ん
12
種

類
の
中
に
は
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
含
ま
れ

て
は
い
る
の
で
す
が
。

　

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
の
歴

史
は
た
か
だ
か
２
５
０
年
未

満
︵
あ
と
５
年
で
建
国
２
５
０

年
で
す
ね
！
︶
だ
と
言
わ
れ
る

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
歴
史

に
は
受
け
継
が
れ
、
引
き
継
が

れ
て
い
る
精
神
的
遺
産
が
必
ず

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
で
は
古
代
ギ

リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
の
文
化
が
正

に
そ
れ
な
の
で
す
。
政
治
面
に

お
い
て
は
民
主
主
義
そ
し
て
共

和
政
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

A
lpha

、B
eta

、C
appa

そ

し

てsololity

やfratanity

な
ど
ギ
リ
シ
ャ
語
表
記
が
多
い

こ
と
を
不
思
議
に
思
わ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
と
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
間
に
ロ
ー
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
と
い
う
全
米
有
数

の
小
さ
な
州
が
あ
り
ま
す
。
州

民
は
﹁Islanders

﹂
と
呼
ば

れ
、
そ
の
呼
び
名
に
プ
ラ
イ
ド

あ
り
、
と
。
こ
の
州
は
ア
イ
ビ

ン
ド
パ
ワ
ー
で
は
な
く
、
オ
ラ

ン
ダ
、
英
国
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

全
て
シ
ー
パ
ワ
ー
の
国
家
群
に

よ
っ
て
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が

お
好
き
な
方
な
ら
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
ズ
・
カ

ッ
プ
、そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
格
式
の
高
さ

で
す
。
同
ク
ラ
ブ
の
ア
メ
リ
カ

ズ
・
カ
ッ
プ
対
応
の
ヘ
ッ
ド
ク

ォ
ー
タ
ー
は
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
州
のN

ew
port

に
あ
り

ま
す
。
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
で
有
名
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

も
う
少
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
寄

っ
た
と
こ
ろ
で
は
イ
ェ
ー
ル
大

学
が
あ
る
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
民

ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
、
そ
の
地
で
生

ま
れ
育
っ
た
ヨ
ッ
ト
マ
ン
で
あ

り
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
で
も
あ
っ
たPaul 

A
. Sperry

︵
ポ
ー
ル
・
ス
ペ

リ
ー
︶
と
い
う
人
物
が
、
彼
が

自
ら
の
経
験
即
ち
ヨ
ッ
ト
の
船

上
で
滑
っ
て
海
に
落
ち
、
命
を

失
い
か
け
た
の
で
す
が
、
ふ
と

愛
犬
を
見
る
と
足
元

の
グ
リ
ッ
プ
が
し
っ

か
り
、
滑
ら
ず
踏
ん

張
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
い
た
の
だ
そ

う
。
愛
犬
の
足
の
裏

を
見
る
と
幾
重
に
も

筋
の
様
な
シ
ワ
が
あ

っ
た
の
だ
そ
う
。
彼

は
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
１
９
３
５
年
で

し
た
か
、
ゴ
ム
底
に

波
状
の
細
か
い
切
込

み
を
入
れ
たSperry 

Sole

を
開
発
、
２
年
後
に
は

特
許
も
取
り
、
そ
の
足
元
の
グ

リ
ッ
プ
の
良
さ
か
ら
ア
メ
リ
カ

海
軍
に
も
採
用
さ
れ
た
の
で
し

た
。
１
９
７
０
年
代
後
半
に

﹁Preppie

﹂
と
い
う
ア
イ
ビ

ー
リ
ー
グ
・
ス
タ
イ
ル
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
が
流
行
し
た
際
、
ス

ペ
リ
ー
ソ
ー
ル
の
靴
は
そ
の
中

心
に
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
ペ
リ
ー
ソ
ー
ル
の
ゴ
ム

底
、
ス
ニ
ー
カ
ー
ら
し
い
履
き

心
地
の
良
さ
、
そ
し
て
夏
場
に

ご
自
宅
で
水
を
撒
い
た
り
、
ま

た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
の
入

口
な
ど
、
雨
の
日
に
は
滑
り
や

す
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
履
か

れ
て
い
る
と
安
心
で
す
。
そ
れ

で
は
ま
た
次
回
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
街
靴

ー
リ
ー
グ
・
ス
ク
ー
ル
の
教
授

た
ち
が
引
退
後
、
終
の
住
処
と

さ
れ
る
方
も
多
い
の
だ
、と
も
。

　

実
は
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
と

は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い

て
﹁
知
の
都
﹂
と
呼
ば
れ
栄
え

た
ロ
ー
ド
ス
島
の
こ
と
な
の
で

す
。
従
っ
て
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
・
チ
ャ
ネ
ル
と
は
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
の
エ
ー
ゲ
海
な
の
で

あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
版
地
中

海
の
一
部
？
と
で
も
言
う
べ
き

感
覚
な
の
で
す
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
は
海
洋
民

族
で
あ
り
、
彼
ら
の
精
神
面
の

タ
フ
ネ
ス
、
開
拓
者
精
神
を
鍛

え
、
彼
ら
の
植
民
地
を
航
海
に

よ
っ
て
拡
げ
て
い
く
原
動
力
と

な
っ
た
の
が
、
幼
児
期
か
ら
馴

染
ん
だ
ヨ
ッ
ト
と
い
う
命
懸
け

の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
の
だ

と
。

　

歴
史
的
な
事
実
と
し
て
、
近

現
代
に
お
け
る
世
界
覇
権
は
ラ

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行

す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ

ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年
末

に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支

援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ

の
半
年
間
で
約
50
名
が
参
加
頂

け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、

﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ

フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
か

ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日

本
へ
の
帰
国
を
考
え
た
り
、
悩

ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お

金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、

一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自

分
の
強
み
を
活
か
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義

し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し

た
後
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の

若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!

そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し

た
。
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体

的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、

人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き

ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、

将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い
う

現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分

か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら

な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ

う
な
境
遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け

ど
誰
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

JE
C

T

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ

な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い
る
悩

み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今

後
も
さ
ら
に
特
典
を
充
実
し
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い

も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

共
に
、
会
員
へ
の
加
入
は　

Ｎ

Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久
松　

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
の
際
は
、
参

加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日

本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無
料

ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご

参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

※今後の予定【少人数制セミナーとオフ会】

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

昨年から開催してきた、全 7 回シリーズのオンラインワークショップセミナーをブラッシュアップして、第 2 弾を開催します。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜住宅を賃貸するポイント、日本での仕事探しのポイント〜
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

各分野の専門家をお呼びして限定 5 名で行い、その後に参加者のつ
ながりを作っていただくためのオフ会を開催します。参加費は、コ
ミュニティ有料会員の方は無料、無料会員の方は 2,000 円です。今
後の少人数制セミナーの予定は右の通りです（変更の可能性あり）。

・8 月：米国公認会計士に聞く出国税や資産売却のタイミングなど
  の対策ポイント
・10 月：日本へ一時帰国した際の実体験とポイント
・12 月：年金のあれこれと対策ポイント

FURUSAT PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.nipponclub.org/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

  

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
ー
ゲ
ン
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
る
町
、
オ
ラ
デ
ル
。
住
居
の
ほ
ど
ん
ど
が
一
軒
家
と
い

う
町
で
、
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
学
校
区
と
し
て
も
定
評
が
あ

る
。
写
真
の
建
物
は
、
こ
の
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
ニ
ッ

カ
ー
ボ
ッ
カ
ー
通
り
か
ら
近
く
、
パ
ス
カ
ッ
ク
バ
レ
ー
ラ
イ
ン

鉄
道
の
オ
ラ
デ
ル
駅
ま
で
徒
歩
５
分
と
い
う
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

へ
の
通
勤
に
も
非
常
に
利
便
性
の
高
い
場
所
に
あ
る
物
件
。
外

観
は
伝
統
的
な
チ
ュ
ー
ダ
ー
建
築
様
式
と
呼
ば
れ
る
デ
ザ
イ
ン

で
、
白
壁
と
く
っ
き
り
と
浮
き
出
た
筋
交
い
の
柱
が
斜
め
に
交

差
し
、
急
傾
斜
の
屋
根
と
と
も
に
、
古
き
良
き
時
代
の
英
国
を

彷
彿
と
さ
せ
る
優
雅
な
佇
ま
い
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

玄
関
を
入
る
と
右
手
に
は
暖
炉
付
き
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、

左
側
に
は
白
壁
の
ア
ー
チ
に
か
た
ど
ら
れ
た
書
斎
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
窓
か
ら
い
つ
で
も
日
差
し
が
差
し
込
み
、

穏
や
か
な
生
活
が
楽
し
め
る
。
左
奥
は
同
様
に
２
方
向
に
窓
が

あ
り
、
と
て
も
明
る
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
右
奥
が
近
年
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
た
機
能
的
な
キ
ッ
チ
ン
が
配
置
さ

れ
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
出
る
ド
ア
と
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
に
出

る
勝
手
口
の
２
つ
の
出
入
り
口
も
機
能
的
で
大
変
使
い
勝
手
が

良
く
な
っ
て
い
る
。

　

２
階
に
は
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
３
室
と
１
つ
の
フ
ル
バ
ス
ル
ー

ム
。
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
ス
チ
ー
ム
暖
房
と
セ

ン
ト
ラ
ル
エ
ア
コ
ン
が
つ
い
て
、
１
年
中
快
適
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
納
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
十
分
な
屋
根
裏

部
屋(

ア
テ
ィ
ッ
ク)

も
付
い
て
い
る
。
地
下
室
へ
降
り
る
と

奥
に
は
、ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
し
て
も
使
用
で
き
る
個
室
が
あ
る
。

現
在
住
ん
で
い
る
人
も
ベ
ッ
ド
と
机
を
置
い
て
幅
広
く
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
左
奥
に
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
と
も
呼
べ
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
︵D

o it yourself)

な
ど
の
工
具
を
整

理
で
き
る
ボ
ー
ド
と
工
作
机
が
付
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ラ
ン

ド
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
価
格
は
57
万
５
０
０
０
ド
ル
。

 

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
４
７
６
・
６
５
５
１
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
hueno@

redacinc.com

、
上
野
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ

ス
︶

古き良き時代の英国を彷彿させる優雅な住まい

　

非
常
事
態
宣
言
の
解
除
に
伴

い
、
徐
々
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
再
開

す
る
に
つ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
人
出
も

増
え
て
い
る
が
、
オ
フ
ィ
ス
需

要
は
し
ば
ら
く
低
迷
が
続
き
そ

う
だ
。

　

市
内
の
オ
フ
ィ
ス
空
室
率
は

現
在
18
・
７
％
と
昨
年
の
15
％

か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
こ
と

が
民
間
不
動
産
調
査
会
社
ニ
ュ

ー
マ
ー
ク
の
７
月
１
日
の
発
表

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
２
日
付

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙

は
﹁
１
９
７
０
年
以
来
最
大
の

不
動
産
不
況
の
危
機
に
あ
る
﹂

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
シ
ッ
プ
・

オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
キ
ャ

サ
リ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
社
長
の
コ

メ
ン
ト
を
伝
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
５
０
０
に

リ
ス
ト
さ
れ
る
大
企
業
の
う
ち

１
２
５
社
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

か
ら
オ
フ
ィ
ス
を
撤
退
さ
せ

た
。
元
に
戻
る
の
に
は
30
年
か

か
る
と
み
て
い
る
。
固
定
資
産

税
の
激
減
が
市
財
政
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
特
に
商
業
物

件
は
市
の
固
定
資
産
税
の
４
割

を
占
め
て
お
り
深
刻
。
民
間
商

業
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
Ｃ

Ｂ
Ｒ
Ｅ
は
﹁
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

３
分
の
１
の
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー

ス
は
向
こ
う
３
年
は
埋
ま
ら
な

い
﹂と
み
て
い
る
。
背
景
に
は
、

リ
モ
ー
ト
就
労
が
定
着
し
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
の
よ
う
な
広

い
オ
フ
ィ
ス
が
も
は
や
必
要
な

く
な
り
、
市
内
全
体
で
オ
フ
ィ

ス
ス
ペ
ー
ス
が
だ
ぶ
つ
き
始
め

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

一
方
で
同
紙
は
５
月
末
ま
で

に
12
％
の
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー

が
事
務
所
勤
務
に
戻
り
、
９
月

ま
で
は
60
％
が
オ
フ
ィ
ス
勤
務

に
復
帰
す
る
と
も
み
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
な
ど
地
下
鉄

を
利
用
し
な
く
て
も
郊
外
か
ら

通
勤
し
や
す
い
地
域
の
ビ
ル
か

ら
オ
フ
ィ
ス
需
要
が
高
ま
っ
て

い
く
と
予
測
し
て
い
る
。

オ
フ
ィ
ス
空
室
率

Ｎ
Ｙ
市
で
高
止
ま
り

　

人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

手
が
け
る
マ
ー
サ
ー
が
、
世
界

生
計
費
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
算
出
し
た
﹁
２
０
２
１
年

世
界
生
計
費
調
査-

都
市
ラ
ン

キ
ン
グ
﹂
を
発
表
。
世
界
の

２
０
９
都
市
に
お
け
る
、住
宅
、

交
通
、
食
料
な
ど
、
２
０
０
品

目
以
上
の
価
格
が
調
査
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　

世
界
で
最
も
生
活
費
が
高
い

場
所
の
第
１
位
は
、
ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン
の
ア
シ
ガ
バ
ー
ト
が

選
ば
れ
た
。
次
い
で
昨
年
１
位

だ
っ
た
香
港
、
3
位
ベ
イ
ル
ー

ト
、
４
位
東
京
、
５
位
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
、
６
位
上
海
、
７
位
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
８
位
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
、
９
位
北
京
、
10
位
に
ス
イ

ス
の
首
都
ベ
ル
ン
が
入
っ
た
。

　

今
年
の
ト
ッ
プ
10
に
は
為
替

変
動
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が

理
由
で
ア
メ
リ
カ
の
都
市
が
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
な
い
。
ア
メ

リ
カ
で
最
も
物
価
の
高
い
都
市

に
選
ば
れ
た
の
は
、
昨
年
よ
り

順
位
を
8
つ
下
げ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
︵
14
位
︶
の
ほ
か
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
︵
20
位
︶
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
︵
25
位
︶、
ホ
ノ

ル
ル
︵
43
位
︶、シ
カ
ゴ
︵
45
位
︶

と
な
っ
た
。

生
活
費
が
高
い
都
市

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

mailto:mhueno@redacinc.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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Ｑ　

今
秋
、
12
年
生
に
な
る
娘

が
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
し
て
、
娘
の
授
業
は
こ
の

１
年
す
べ
て
自
宅
で
リ
モ
ー
ト

で
受
け
る
選
択
を
し
ま
し
た
。

家
族
全
員
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

済
み
な
の
で
す
が
、
夏
休
み
も

旅
行
や
遠
出
を
控
え
て
い
る
状

況
で
す
。
そ
ん
な
中
、
お
友
達

が
い
く
つ
か
の
大
学
を
見
学
に

行
く
と
聞
い
て
、
娘
も
夏
休
み

の
間
に
大
学
訪
問
を
し
た
い
と

言
い
始
め
ま
し
た
。
少
な
く
と

も
第
一
希
望
の
大
学
は
見
学
に

行
き
た
い
、
そ
の
方
が
大
学
の

合
格
に
も
有
利
に
な
る
と
言
う

の
で
す
。
第
一
希
望
の
大
学
は

自
宅
か
ら
車
で
数
時
間
の
所
に

あ
り
ま
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
行
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

︵
Ｎ
Ｙ
州
、
母
︶

Ａ　

こ
の
１
年
以
上
、
ア
メ
リ

カ
の
ほ
と
ん
ど
の
大
学
は
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
構

内
で
行
わ
ず
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で

の
み
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

る
状
況
下
、
高
校
生
と
そ
の
家

族
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
迎
え
入

れ
案
内
す
る
大
学
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息

し
た
と
は
ま
だ
言
え
な
い
状
況

で
す
の
で
、
合
格
す
る
た
め
に

必
ず
大
学
を
訪
問
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

で
も
非
常
事
態
宣
言
時
と
同
じ

よ
う
に
生
活
し
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
あ

ち
こ
ち
の
大
学
を
見
学
す
る
人

も
い
ま
す
。
政
府
や
地
方
自
治

体
の
制
限
が
解
除
さ
れ
て
も
人

そ
れ
ぞ
れ
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で

よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て
下
さ

い
。

　

た
だ
、
お
子
さ
ん
が
第
一
希

望
の
大
学
を
実
際
に
見
学
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
非
常
事
態
宣
言
の
間

で
も
実
際
に
大
学
に
行
っ
て
車

の
中
か
ら
構
内
を
見
回
っ
た
人

も
い
ま
す
。
大
学
に
よ
っ
て
は

ま
だ
見
学
者
を
受
け
入
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場
合
は
キ

ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
だ
け
で
も
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
受
け
入

れ
て
い
る
大
学
で
あ
れ
ば
、
屋

外
で
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
に
だ
け
参
加
し
、
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
見
学
者
を
受
け

入
れ
る
大
学
で
は
、
参
加
定
員

数
を
通
常
よ
り
減
ら
し
た
り
、

参
加
者
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

書
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陰
性
証

明
書
を
求
め
た
り
な
ど
、
な
ん

ら
か
の
感
染
症
対
策
を
と
っ
て

い
ま
す
。
現
地
の
ツ
ア
ー
な
ど

に
参
加
す
る
人
は
、
大
学
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
よ
く
読
ん
で
そ

の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

　

昨
年
10
月
10
日
号
の
﹁
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
大
学
訪
問
﹂
で

も
お
答
え
し
た
通
り
、
志
願
者

が
大
学
に
入
り
た
い
と
い
う
熱

意
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
合
格

に
有
利
に
働
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
英
語
でdem

onstrated 
interest

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
示
す
の
に
大
学
訪

問
は
有
効
で
す
が
、
そ
れ
が
で

き
な
い
場
合
は
バ
ー
チ
ャ
ル
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
参
加
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
見
学
者
を
受
け
入
れ
る
大

学
で
も
、
見
学
に
行
け
な
い
人

の
た
め
に
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ー
チ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ

ル
で
も
現
地
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
、
参
加
前
に
大
学
を
リ
サ
ー

チ
し
て
質
問
を
用
意
す
る
な
ど

積
極
的
に
大
学
を
知
る
努
力
を

し
て
下
さ
い
。
大
学
の
全
体
像

を
知
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

エ
イ
ド
や
エ
ッ
セ
イ
の
書
き
方

な
ど
違
っ
た
テ
ー
マ
で
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
し
た
り
自
分
の
希

望
す
る
専
攻
の
学
生
と
話
の
で

き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
大

学
も
あ
り
ま
す
。
第
一
希
望
の

大
学
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
出

願
す
る
す
べ
て
の
大
学
の
イ
ベ

ン
ト
に
で
き
る
だ
け
参
加
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

そ

の

他
、

大

学

の

Instagram

やFacebook

、 
Y

ouT
ube

な
ど
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
学
生
新
聞
を
読
ん
だ

り
な
ど
大
学
を
多
面
的
に
知
る

努
力
を
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
集
め
た
情
報
や

感
想
は
時
が
経
つ
と
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
メ
モ

を
し
て
今
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
役
立
て
て

下
さ
い
。 本欄への相談は

●サトリ・カレッジ・プランニング
　E-mail: info@satoricollegeplanning.com
　https://satoricollegeplanning.com

サトリ・カレッジ・プランニング　カレッジ・カウンセラー

伴里美相談員（修士号及びカレッジカウンセラー資格取得）

大学を訪問する必要がある？

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
６
〜
９

年
生
の
44
人
は
、
６
月
28
日
に

日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
が
企
画

し
た
航
空
教
室
に
参
加
し
た
。　

　

航
空
教
室
で
は
、
Ｎ
Ｙ
支
店

に
勤
務
す
る
５
人
が
講
師
を
務

め
た
。
藤
井
支
店
長
は
﹁
働
く

こ
と
の
意
義
や
航
空
業
界
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
﹂
と

あ
い
さ
つ
し
、
仕
事
の
や
り
が

い
や
航
空
業
界
の
内
容
等
を
説

明
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
で
は
、
事
前
課
題
﹁
ロ

ボ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

を
活
用
し
た
新
し
い
旅
﹂
で
出

発
前
・
空
港
・
機
内
の
３
つ
の

場
面
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
は
Ｊ

Ａ
Ｌ
に
採
用
し
て
も
ら
え
る
か

も
し
れ
な
い
と
知
恵
を
絞
っ

た
。
飛
行
機
や
空
港
の
利
用
経

験
が
多
い
子
ど
も
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
見
え
て
く
る
ア
イ
デ
ィ
ア

は
新
鮮
で
、
講
師
た
ち
か
ら
好

評
を
得
た
。
子
ど
も
た
ち
は

﹁
働
く
こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ

た
﹂、﹁
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
バ
ッ
チ
を
つ
け
て
Ｊ
Ｆ
Ｋ

空
港
に
行
き
た
い
﹂、﹁
次
に
飛

行
機
に
乗
る
と
き
は
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
感
謝
の
言
葉
を
し
っ

か
り
伝
え
よ
う
と
思
う
﹂
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

大空で働く
NY 日本人学校で

日本航空が航空教室

mailto:info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
mailto:kenji.otsubo@verizon.net
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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独
立
記
念
日
を
控

え
る
7
月
2
日︵
金
︶

の
午
後
、
前
代
未
聞

の
規
模
で
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
攻
撃
が
実
施

さ
れ
た
。
世
界
中
で

百
万
を
越
え
る

シ
ス
テ
ム
が
影

響
を
受
け
た
︵
7

月
5
日
現
在
︶
と

さ
れ
て
い
る
。
米

国
で
は
数
多
く

の
企
業
が
三
連

休
、
そ
の
連
休
明
け
に
被
害

に
関
す
る
報
告
が
増
加
す

る
可
能
性
も
あ
る
。
今
回

狙
わ
れ
た
の
は
、K

aseya 
V

SA

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
。
リ
モ
ー
ト
で
顧
客
に
Ｉ

Ｔ
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ド
・
サ

ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
︵
Ｍ

Ｓ
Ｐ
︶
企
業
に
よ
っ
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
は
同

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
通
じ
て
、

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
を

外
部
委
託
し
た
い
と
考
え
る
企

業
に
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
が
、
今
回
は
6
つ
の
Ｍ

Ｓ
Ｐ
が
標
的
と
な
り
、
使
用
中

のK
aseya V

SA

が
マ
ル
ウ

ェ
ア
に
感
染
し
た
こ
と
で
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
２
０
０

社
も
の
顧
客
企
業
の
デ
ー
タ
が

暗
号
化
さ
れ
た
と
い
う
。
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
攻
撃
は
5
月
に
Ｊ

Ｂ
Ｓ
を
攻
撃
し
た
の
と
同
じ
、

ロ
シ
ア
を
拠
点
と
す
る
犯
罪
集

団
﹁R

Evil

﹂
が
関
わ
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｊ
︵
米
司
法
省
︶
は

6
月
、
米
石
油
移
送
パ
イ
プ

ラ

イ

ン

大

手

のC
olonial 

Pipeline

が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
で

支
払
っ
た
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
の

身
代
金
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
キ
ー

を
Ｆ
Ｂ
Ｉ
︵
米
連
邦
捜
査
局
︶

が
使
用
す
る
こ
と
で
身
代
金
の

一
部
を
差
し
押
さ
え
た
と
発
表

し
た
が
、
今
回
は
支
払
い
を
仮

想
通
貨
の
﹁M

onero

﹂
で
要

求
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
同

じ
手
を
使
う
こ
と
は
出
来
な

い
。
週
末
に
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ

にR
E

vil

か
ら
の
も
の
と

思
わ
れ
る
投
稿
が
あ
り
、
実

に
７
０
０
０
万
ド
ル
の
身
代

金
と
引
き
換
え
に
﹁
人
質
﹂

と
な
っ
て
い
る
世
界
中
の
全

て
の
シ
ス
テ
ム
の
暗
号
を
解

く
鍵
を
提
供
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
が
本
物
だ
と
す
れ

ば
、
要
求
額
を
見
る
限
り
、

史
上
最
悪
の
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
攻
撃
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ

う
。

　

社
内
の
Ｉ
Ｔ
資
源
を
ア
ウ

ト
ソ
ー
ス
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
企
業
は
大
幅
な
コ
ス

ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
一
方
で
、
貴
重

な
社
内
デ
ー
タ
の
運
命
を
外

部
に
委
ね
た
場
合
、
今
回
の
よ

う
に
、
全
く
予
期
し
な
い
タ
イ

ミ
ン
グ
、
し
か
も
自
ら
の
手
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い

で
甚
大
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
コ
ス
ト

の
バ
ラ
ン
ス
に
、
企
業
の

担
当
者
は
益
々
頭
を
抱
え

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶
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東
京
都
議
選
を
巡
る
騒
動
を

ア
メ
リ
カ
か
ら
見
て
い
る
と
、

何
と
も
異
様
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
結
果
と
し
て
自
公
連

合
は
過
半
数
を
取
れ
ず
、
反
対

に
惨
敗
が
予
想
さ
れ
た
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
会
が
善
戦
し
た
。

同
党
は
、
事
実
上
は
小
池
都
知

事
の
率
い
る
地
域
政
党
だ
が
、

知
事
自
身
は
過
労
の
た
め
入
院

し
て
選
挙
に
は
距
離
を
置
い
て

い
た
。
そ
の
小
池
氏
は
選
挙
戦

終
盤
で
突
如
復
帰
し
、
投
票
前

日
に
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
傍
ら
に

選
挙
運
動
を
行
う
姿
が
報
じ
ら

れ
た
こ
と
で
同
情
票
が
入
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
連
の
行
動
を
通
じ
て
小
池

氏
は
、
選
挙
に
お
け
る
政
策
論

争
に
は
距
離
を
置
き
、
自
公
政

権
へ
の
批
判
は
避
け
つ
つ
も
自

ら
の
政
治
的
影
響
力
の
誇
示
に

は
成
功
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
た

め
、
今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

総
選
挙
に
お
い
て
は
、
知
事
を

辞
職
し
て
自
民
党
か
ら
衆
院
選

に
出
馬
し
、
次
期
総
理
総
裁
を

狙
う
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
。
反
対
に
、
自
民
党
の

菅
政
権
に
関
し
て
は
、
五
輪
と

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
世
論
と
の
対

話
に
失
敗
し
た
結
果
の
敗
北
と

い
う
評
価
が
あ
る
。

　

話
と
し
て
は
面
白
い
が
、
都

議
選
の
総
評
と
し
て
は
、
や
は

り
異
様
で
あ
る
。
政
策
決
定
と

し
て
は
何
も
決
ま
ら
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
オ
リ
・
パ
ラ
開
催
に

関
す
る
民
意
は
曖
昧
で
あ
っ
た

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
審
判
が

あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ま
し

て
、
急
速
に
悪
化
し
た
都
財
政

へ
の
対
策
も
、
急
増
す
る
東
京

の
高
齢
単
身
世
帯
へ
の
対
処

も
、
荒
川
氾
濫
に
備
え
た
防
災

体
制
な
ど
東
京
都
の
喫
緊
の
課

題
に
つ
い
て
の
判
断
も
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
こ
数
十

年
の
国
政
選
挙
に
お
い
て
政
策

選
択
と
し
て
意
味
が
あ
っ
た
の

は
、
２
０
１
２
年
の
第
二
次
安

倍
政
権
登
場
に
お
け
る
金
融
緩

和
政
策
へ
の
支
持
ぐ
ら
い
だ

が
、
こ
れ
も
民
主
党
政
権
へ
の

批
判
票
が
押
し
上
げ
た
だ
け

だ
。
ア
メ
リ
カ
流
の
見
方
か
ら

す
れ
ば
極
め
て
リ
ベ
ラ
ル
な
金

融
政
策
﹁
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
﹂
に

つ
い
て
、
意
味
合
い
が
正
確
に

理
解
さ
れ
た
上
で
の
支
持
で
は

な
か
っ
た
。そ
の
安
倍
政
権
は
、

そ
の
後
は
保
守
票
を
政
治
的
求

心
力
に
し
な
が
ら
中
道
政
策
を

続
け
る
と
い
う
綱
渡
り
を
続
け

た
が
、
具
体
的
な
政
策
に
つ
い

て
民
意
を
問
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
現
在
は
菅
政
権

に
対
し
て
は
漠
然
と
し
た
不
信

感
が
広
が
る
一
方
で
、
政
策
提

案
を
持
た
な
い
小
池
氏
の
政
治

的
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
で
は
、
経
済
再

建
の
た
め
の
改
革
が
民
意
の
後

押
し
で
強
力
に
実
施
さ
れ
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
起
こ
り
得
な

い
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
東
ア

ジ
ア
の
中
で
民
主
主
義
の
お
手

本
と
し
て
胸
を
張
る
こ
と
も
難

し
い
。

　

解
説
な
ら
い
く
ら
で
も
で
き

る
。
主
権
者
が
絶
望
と
不
信
の

あ
ま
り
代
表
へ
の
委
任
を
し
な

い
現
象
だ
と
か
、
そ
も
そ
も
日

本
社
会
は
膨
大
な
ノ
ン
ポ
リ
人

口
で
で
き
て
い
る
と
か
、
全
て

を
﹁
永
田
町
風
雲
録
﹂
的
な
ド

ラ
マ
に
し
て
説
明
し
て
し
ま
う

メ
デ
ィ
ア
の
罪
で
あ
る
と
か
、

ど
れ
も
全
く
の
間
違
い
で
は
な

い
。

　

け
れ
ど
も
、
異
様
な
政
治
風

土
の
背
景
に
は
構
造
的
な
３
つ

の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
世
論
形
成
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
賃
金
労
働
者

の
多
く
は
、
終
身
雇
用
契
約
に

よ
り
企
業
や
団
体
に
帰
属
し
て

い
る
と
い
う
点
だ
。
彼
ら
彼
女

ら
に
取
っ
て
は
、
生
活
設
計
を

左
右
す
る
の
は
年
功
序
列
集
団

内
に
お
け
る
地
位
の
安
定
で
あ

り
、
景
気
動
向
や
政
策
の
影
響

は
限
定
的
だ
。
投
票
行
動
が
明

確
な
利
害
で
は
な
く
、
印
象
論

に
左
右
さ
れ
が
ち
な
の
は
こ
の

た
め
だ
。

　

２
つ
目
は
、
異
な
る
利
害
を

代
表
す
る
政
党
が
少
な
い
と
い

う
問
題
だ
。
例
え
ば
、
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
非
正
規
労
働
者

を
代
表
す
る
団
体
は
な
い
。
子

育
て
や
現
業
の
現
役
世
代
の
代

表
も
少
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

自
営
業
や
高
齢
世
代
、
ま
た
地

方
の
補
助
金
の
絡
ん
だ
産
業
に

関
し
て
は
、利
害
代
表
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
分
た
ち
の
代
表
を

持
っ
て
い
る
層
と
、
持
っ
て
い

な
い
層
が
偏
在
し
て
い
る
。

　

３
点
目
と
し
て
は
、
納
税
者

意
識
の
問
題
だ
。
国
民
が
ほ
ぼ

１
０
０
％
﹁
タ
ッ
ク
ス
・
リ
タ

ー
ン
﹂
の
手
続
き
を
す
る
ア
メ

リ
カ
と
は
違
っ
て
、
日
本
で
は

年
税
額
の
計
算
を
企
業
が
代
行

す
る
年
末
調
整
制
度
が
残
っ
て

い
る
。
地
方
税
に
至
っ
て
は
、

１
年
遅
れ
で
企
業
が
月
払
い
で

徴
収
し
て
終
わ
り
で
あ
る
。
従

っ
て
、
増
減
税
へ
の
関
心
は
少

な
く
、
財
政
規
律
の
論
議
が
印

象
論
に
な
り
や
す
い
。
財
政
と

税
負
担
が
厳
し
い
利
害
計
算
を

突
き
つ
け
る
は
ず
の
地
方
議
会

選
挙
が
、
低
投
票
率
下
の
イ
メ

ー
ジ
選
挙
と
な
る
の
は
こ
の
た

め
だ
。

　

日
本
の
民
主
政
治
が
異
様
な

の
は
、
日
本
人
の
民
度
が
低
い

か
ら
で
は
な
い
。
問
題
の
多
く

は
制
度
に
原
因
が
あ
り
、
そ
こ

に
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

日
本
の
政
治
風
土
は
ど
う
し
て
﹁
異
様
﹂
な
の
か
？

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

Ｎ
Ｙ
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
委
員
会
が
、
米
自
然
史
博
物

館
の
前
に
建
つ
セ
オ
ド
ア
・
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
第
26
代
米
大
統
領

の
銅
像
の
移
転
案
を
満
場
一
致

で
可
決
し
た
。
馬
に
乗
っ
た
同

大
統
領
の
両
脇
に
、
向
か
っ
て

右
側
に
ア
フ
リ
カ
系
男
性
、
左

側
に
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ

ン
が
位
置
す
る
同
銅
像
は
、
米

国
人
彫
刻
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア

ー
ル
・
フ
レ
ー
ザ
ー
氏
の
作
品

で
、
１
９
４
０
年
に
設
置
さ
れ

た
。
白
人
警
官
に
殺
害
さ
れ
た

昨
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド

さ
ん
事
件
を
き
っ
か
け
に
人
種

問
題
に
対
す
る
抗
議
運
動
が
全

国
的
に
広
ま
り
、
批
判
の
声
が

近
年
高
ま
っ
て
い
た
。 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
像

移
転
を
可
決

復活の花火

独
立
と
コ
ロ
ナ
解
放
祝
う

　

１
９
７
６
年
ア
メ
リ
カ
独
立

記
念
日
の
２
０
０
周
年
記
念
と

し
て
始
ま
っ
た
メ
ー
シ
ー
ズ
独

立
記
念
日
花
火
大
会
は
今
年
で

第
45
回
目
を
迎
え
た
。

　

２
０
２
０
年
は
人
が
密
集
し

な
い
よ
う
打
ち
上
げ
場
所
を
数

か
所
考
案
、
数
日
に
分
け
て
行

わ
れ
た
が
、
今
年
は
例
年
の
よ

う
な
形
で
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
東
側

の
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
で
開
催
。

大
き
く
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火

と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
一
緒
に
観

よ
う
と
多
く
の
見
物
客
が
ク
イ

ー
ン
ズ
区
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
・
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
リ
バ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
に
詰
め
か
け

た
。

　

午
後
9
時
25
分
、
1
発
目
の

花
火
が
打
ち
上
が
る
と
待
ち

に
待
っ
た
と
ば
か
り
に
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
上
が
っ

た
。
家
族
で
抱
き
合
う
グ
ル
ー

プ
、
嬉
し
涙
を
流
す
女
性
、
キ

ス
を
す
る
カ
ッ
プ
ル
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
表
現
で

６
万
５
０
０
０
発
の
夏
の
夜
空

の
祭
典
﹁
Ｎ
Ｙ
復
活
の
瞬
間
﹂

を
祝
福
し
た
。

　
　

　︵
写
真
・
植
山
慎
太
郎
︶

http://www.egawanakaba.com
https://peraichi.com/landing_pages/view/hsf6r
http://www.iiicareer.com/
http://goldsteinvisa.com
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米
国
人
の
平
均
寿
命
が
近

年
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
初

め
て
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
こ
の
ほ
ど
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
・

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
大
学
︵
Ｖ
Ｃ

Ｕ
︶
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ

ー
校
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
ア
ー
バ
ン
・
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
共
同
調

査
で
分
か
っ
た
。 

６
月
24
日

付
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
〜
20
年
で
同
平
均
寿

命
は
77
・
43
歳
と 

78
・
74 

歳

か
ら
１
・
87
歳
低
下
し
た
。
同

数
値
は
、
日
本
や
欧
州
を
含
む

先
進
国
16
か
国
の
平
均
寿
命
と

比
べ
る
と
８
・
５
倍
と
な
っ
て

お
り
、
同
調
査
を
率
い
た
Ｖ
Ｃ

Ｕ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ウ
ル
フ

教
授
は
、
欧
州
や
日
本
を
含
む

先
進
国
に
比
べ
、
米
国
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因

の
死
者
数
が
著
し
く
平
均
寿
命

に
影
響
し
た
と
し
て
い
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ー
ク
・

ス
ロ
ー
プ
の
７
番
街
11
〜
12
丁

目
間
の
１
ブ
ロ
ッ
ク
が
こ
の
ほ

ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
記
者
、

小
説
家
と
し
て
活
躍
し
、
昨
年

８
月
に
85
歳
で
死
去
し
た
ピ
ー

ト
・
ハ
ミ
ル
氏
を
敬
し
て
改
名

さ
れ
、
６
月
24
日
に
除
幕
式
が

行
わ
れ
た
。 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身
で
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
系
家
庭
に
育
っ
た
ハ

ミ
ル
氏
は
、
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ

ー
ス
紙
や
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
ほ
か

地
元
大
衆
紙
５
社
で
記
者
を
務

め
、
山
田
洋
次
監
督
作
品
の
映

画
﹁
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
﹂
の
原
作
者
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
１
９
８
７
年
に
は
、
ニ

ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
の
Ｎ

Ｙ
支
局
長
だ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
青
木
冨
貴
子
さ
ん
と
結

婚
し
た
。
同
式
典
に
は
、
妻
の

青
木
さ
ん
を
は
じ
め
市
長
選
挙

に
立
候
補
し
て
い
る
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス

区
長
が
出
席
し
た
。

ピ
ー
ト
・
ハ
ミ
ル
通
り
命
名

デ
ジ
タ
ル
版
で
右
の

写
真
を
ク
リ
ッ
ク

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

　

独
立
記
念
日
の
４
日
午
後
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
シ
テ
ィ
ー
内
野
外
音
楽
ス

テ
ー
ジ
、
バ
ン
ド
シ
ェ
ル
で
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
Ｎ
Ｙ
在
住
日

本
人
音
楽
家
支
援
ラ
イ
ブ
﹁
リ

オ
ー
プ
ン
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
・
ア
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て

ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
好
田

絵
里
奈
さ
ん
が
﹁
音
楽
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
一
つ
に
す
る
力

が
あ
る
。
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
﹂
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て

同
イ
ベ
ン
ト
後
援
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
の
山
野

内
勘
二
大
使
が
﹁
米
国
の
独
立

記
念
日
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
解
放
宣
言
、
そ

し
て
音
楽
を
通
じ
た
日
米
の
友

情
交
流
の
３
つ
の
今
日
は
お
祝

い
﹂
と
祝
辞
を
述
べ
、
自
ら
も

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
日
本
人
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
バ
ン
ド
＠
Ｋ
４
と

共
に
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
の

観
客
か
ら
喝
采
を
浴
び
た
。
支

援
イ
ベ
ン
ト
は
11
︵
日
︶
か
ら

13
日
間
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
内
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
で
開
催
さ

れ
る
。
入
場
無
料
。
雨
天
時
は

屋
内
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
。
期
間

中
は
日
本
人
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

13
組
が
１
日
１
組
出
演
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

音
楽
家
支
援
、大
使
も
一
役江戸情緒溢れるジャパン・ビレッジのコートヤード

抜群の歌唱力で会場を魅了したボーカルのカズ（中央）とカンことリードギターの山野内大使（左）

開
幕
宣
言
す
る
山
野
内
大
使

と
主
催
者
代
表
の
好
田
さ
ん

米国人の寿命縮まる

コロナ感染死亡者
平均寿命に影響大

デ
ラ
ウ
ェ
ア
住
民
隔
離
な
し

　

日
本
の
水
際
対
策
措
置
で
デ

ラ
ウ
ェ
ア
州
が
変
異
株
指
定
か

ら
解
除
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
居
住
・
滞
在
者

は
、
入
国
時
に
３
日
間
隔
離
待

機
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。 

http://www.nyseikatsu.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://trinita-kano.com/
https://www.licensepower.net/
http://maliliko.com
https://www.oishinbo-ny.com/
https://michaeldunnlaw.com
tel:9175773969
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://jweeklyusa.com
http://www.rostamilaw.com
https://www.youtube.com/watch?v=AlHiPMI4zkE
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　Flip という単語が米国のメディアを賑わしています。Flip は指先では
じくという意味ですが、刑事事件においては、自分を守るために仲間を
売る証言をすること。

　ニューヨーク検察は、トランプ・オーガニゼーションとその財務責任者ワイセルバーグ氏を、
脱税などの容疑で訴追しました。　当局の真の狙いは、同氏を Flip させ、トランプ前大統領
を刑事訴追するためと目されています。トランプ一族が、所有する不動産の評価を吊り上げ
て銀行から莫大な借金をする一方、その不動産を不当に低評価して資産税を安く逃れたとし
て、詐欺・脱税などでの起訴を狙っているのです。
　トランプ氏の元顧問弁護士から「資金の流れを１ペニーに至るまで掴んでいる」と言われ
るワイセルバーグ氏が、数十年仕えたトランプ氏を売って、自己保身を図るのか。　バイ
デン大統領の勝利を認めない Big Lie を振りかざし、次の大統領選への出馬も視野に入れる
元大統領が、犯罪者として訴追されることになれば、その政治的な影響は計り知れません。　
米国は Flip の響きとともに、熱い夏を迎えます。  ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Flip
自己保身のため、仲間を売る証言をする。

 米 語
Watch

 【206】

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
の
雇
用
と

離
職
に
つ
い
て
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

52

　

売
り
手
市
場
で
あ
る
現
状
、

そ
し
て
ジ
ョ
ブ
・
ホ
ッ
ピ
ン
グ

が
一
般
的
な
米
国
の
雇
用
市
場

に
お
い
て
は
、
﹁
よ
り
良
い
報

酬
と
福
利
厚
生
﹂
を
理
由
と
す

る
離
職
は
、
企
業
の
財
力
に
影

響
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
な
か

な
か
企
業
努
力
だ
け
で
は
防
ぎ

づ
ら
い
こ
と
で
あ
る
。  

　

他
方
で
﹁
よ
り
良
い
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
﹂
と
い
う

点
は
、
企
業
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
問
わ
れ
る
部
分
で
あ

り
、
改
善
策
を
検
討
す
る
余
地

が
あ
る
。  

　

経
済
が
再
開
さ
れ
る
な
か

で
、
今
後
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

の
計
画
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ワ

ー
ク
プ
レ
イ
ス
の
導
入
等
が
ま

ず
検
討
可
能
な
事
項
で
あ
る
。  

　

同
時
にC

O
V

ID
-19

禍
で

オ
フ
ィ
ス
出
社
を
し
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
企
業
文
化
が
低
下

し
た
と
感
じ
て
い
る
従
業
員
が

多
数
い
る
。
離
職
率
は
従
業
員

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る

こ
と
で
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
①
従
業
員
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
の
社
内

制
度
改
革
、
②
評
価
の
促
進
、

③
企
業
文
化
の
構
築
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。  

　

新
規
で
雇
用
を
し
た
従
業
員

に
は
前
述
し
た
点
が
特
に
重
要

と
な
る
。
と
り
わ
け
リ
モ
ー
ト

で
雇
用
を
す
る
場
合
に
は
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
よ
り

具
体
的
な
企
業
文
化
や
業
務
内

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空︵
本
社
・

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責
任
者
・

ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ
ー
︶
は
６

月
29
日
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
お
よ

び
エ
ア
バ
ス
社
に
対
し
て
合
計

２
７
０
機
の
新
規
航
空
機
を
発

注
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ

の
合
計
発
注
数
は
同
社
と
し
て

過
去
最
大
、
か
つ
過
去
10
年
に

単
一
航
空
会
社
が
発
注
し
た
最

大
数
と
な
る
。

　

同
社
の
今
回
の
取
り
組
み

﹁
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ネ
ク
ス
ト
﹂

に
よ
り
、
米
国
内
線
フ
ラ
イ
ト

出
発
便
あ
た
り
の
供
給
座
席
量

が
約
30
％
拡
大
、
各
座
席
当
た

り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
大

幅
に
減
る
ほ
か
、
２
０
２
６
年

ま
で
に
数
多
く
の
職
が
創
出
さ

れ
る
見
込
み
。
米
国
経
済
に
幅

広
い
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
既
存
の

主
要
路
線
向
け
ナ
ロ
ー
ボ
デ
ィ

︵
挟
胴
機
︶
全
機
の
機
内
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
完
了
さ
せ

る
予
定
。
北
米
の
出
発
便
に
お

け
る
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
ー
ト
数
を

約
75
％
増
加
さ
せ
、
よ
り
大
き

な
頭
上
手
荷
物
入
れ
を
確
保
。

さ
ら
に
各
シ
ー
ト
に
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
装
備

し
、
業
界
最
速
のW

i-Fi

も
提

供
す
る
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

新
型
機
２
７
０
機
発
注

　

シ
ス
コ
ム
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
／
日
本
ク

ラ
ブ
／
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
共
催
の
ビ
ジ

ネ
ス
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
が
、
14
日

︵
水
︶
午
後
２
時
か
ら
開
催
さ

れ
る
。
経
営
層
を
対
象
に
し
た

全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
第
３
回

目
と
な
る
今
回
は
﹁
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
下
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
と
対
策
〜
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
と
エ
ン
ド

ポ
イ
ン
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
〜
﹂

と
題
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
に

潜
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
や

被
害
実
例
を
紹
介
す
る
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.nipponclub.org

を

参
照
。

Ｉ
Ｔ
の
安
全
対
策

シ
ス
コ
ム
と
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ

楽しい

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

容
を
提
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。  

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
雇
用
で

良
く
言
わ
れ
る
の
は
﹁Find 

candidates w
ho don’

t 
need babysitting

︵

必

要

以
上
の
管
理
が
必
要
の
無
い
候

補
者
を
探
す
事
︶﹂
で
あ
る
。

自
主
的
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
か
ど
う
か
を
、

採
用
過
程
に
お
い
て
、
今
ま
で

以
上
に
戦
略
的
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
。

︵
榊
原
将
　

HR Linqs, Inc. President

︶

www.919usa.com

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は 

21
日
︵
水
︶
か
ら
、
公
認

協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す
る
。

週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー
ス
。

午
後
３
時
30
分
ま
た
は
６
時
30

分
ス
タ
ー
ト
。
会
場
は
講
師
自

宅(

２
番
街
45
丁
目)

。
教
材

は
英
語
で
日
本
語
訳
あ
り
、
英

語
専
門
用
語
も
両
方
学
ぶ
。
人

数
に
制
限
あ
り
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め

の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保

持
、
活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必

須
ア
ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー

ブ
の
効
用
な
ど
に
つ
い
て
指
導

す
る
。
試
験
合
格
者
は
講
師
養

成
講
座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校

と
し
て
独
立
開
講
が
可
能
。
米

国
、
日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式

称
号
の
下
、
活
動
で
き
る
。
講

師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協

会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
武
石
越
路
さ
ん
、︵
共
立
女

子
大
学
食
物
科
卒
業
︶。
受
講

料
は
１
８
９
５
ド
ル︵
登
録
料
、

テ
キ
ス
ト
代
、
日
本
語
訳
、
資

料
代
、
受
験
料
、
証
書
代
な
ど

全
含
む
︶。
申
し
込
み
時
に
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
を
見
た
と
伝
え
る

と
１
０
０
ド
ル
引
き
に
な
る
。

問
い
合
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net

を
参
照
。

栄養コンサル養成
アンチエイジング特化

ライセンスパワー

http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://hls-global.com
https://rocketpromotions.net/
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 ローカル
  スクランブル　

 New Jersey
　

コ
ロ
ナ
の
感
染
率
が
下
が
り

規
制
が
次
々
と
解
除
さ
れ
る

中
、
暑
い
夏
の
夜
は
、
家
族
や

友
人
と
花
火
を
楽
し
み
た
い
気

分
に
な
る
。
た
だ
、米
国
で
は
、

州
に
よ
っ
て
個
人
の
花
火
遊
び

に
対
す
る
ル
ー
ル
が
細
か
く
違

う
た
め
、
そ
の
州
の
ル
ー
ル
に

従
っ
て
楽
し
ま
な
い
と
い
け
な

い
。

　

Ｎ
Ｊ
州
も
実
は
た
っ
た
数
年

前
ま
で
、
個
人
用
の
花
火
の
売

買
や
使
用
は
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
て
、
今
の
よ
う
に
、
夏
に
な

る
と
大
手
量
販
店
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
花
火
コ
ー
ナ
ー

が
設
置
さ
れ
て
大
々
的
に
売
り

出
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
光
景

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
や

Ｎ
Ｊ
州
民
は
近
く
の
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
や
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州

に
行
っ
た
時
に
花
火
を
楽
し
ん

で
い
た
。

　

現
在
、
Ｎ
Ｊ
州
で
は
、
以
下

の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
、
個
人
的

に
花
火
を
購
入
し
使
用
が
で
き

る
。
家
庭
用
花
火
を
購
入
可
能

な
年
齢
は
、
16
歳
以
上
。
一
本

あ
た
り
火
薬
量
が
１
０
０
グ
ラ

ム
以
下
の
手
持
ち
花
火
と
、
火

薬
量
75
グ
ラ
ム
以
下
の
地
上
設

置
型
花
火
、
蛇
花
火
な
ど
の
み

販
売
と
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

打
ち
上
げ
花
火
、
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
な
ど
空
中
に
射
出
さ
れ
る
も

の
や
爆
竹
、
黄
リ
ン
・
白
リ
ン

や
水
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
る
花

火
な
ど
は
、
売
買
も
使
用
も
禁

止
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
火
災
発
生
を
避
け
る

た
め
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
や
、
集

合
住
宅
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
な

ど
、
個
別
に
花
火
遊
び
を
禁
止

し
て
い
る
場
所
も
多
い
の
で
、

注
意
が
必
要
。
親
が
監
督
し
て

い
な
い
子
供
だ
け
で
の
花
火
も

厳
禁
。
家
庭
用
花
火
は
合
法
的

に
楽
し
も
う
。

家
庭
用
花
火
の
使
用

州
に
よ
っ
て
規
定
ま
ち
ま
ち

　

毎
年
７
月
に
Ｎ
Ｊ
州
レ
デ
ィ

ン
ト
ン
の
ソ
ル
バ
ー
グ
空
港
敷

地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
気
球

祭
﹁
Ｎ
ｅ
ｗ　

Ｊ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｙ　

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ　

ｏ
ｆ　

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
﹂
が
、

の
ス
テ
ィ
ク
ス
。
ま
た
、
迫
力

満
点
の
ス
タ
ン
ト
シ
ョ
ー
や
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
シ
ョ
ー
、
ヨ
ガ
教

室
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ

る
。
移
動
遊
園
地
も
あ
っ
て
子

供
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
フ

ー
ド
屋
台
も
数
多
く
並
ぶ
の
で

よ
り
ど
り
み
ど
り
の
食
事
も
楽

し
め
る
し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ブ
ー

ス
で
は
数
々
の
ギ
ブ
ア
ウ
ェ
イ

グ
ッ
ズ
を
も
ら
え
る
の
で
、
お

得
な
気
分
に
も
な
れ
る
。
と
に

か
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
家
族

や
友
人
と
丸
１
日
ゆ
っ
く
り
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

一
般
入
場
料
は
、
サ
イ
ト
か

ら
前
売
り
券
購
入
で
、
１
日
大

人
32
ド
ル
。
４
歳
か
ら
12
歳
ま

で
の
子
供
は
１
日
12
ド
ル
。
３

歳
以
下
は
無
料
。
但
し
、
返
金

は
不
可
。
尚
、
昨
年
は
前
売
り

券
発
売
後
に
開
催
が
中
止
に
な

っ
た
た
め
、
２
０
２
０
年
度
の

チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
そ
れ
を
今
年
使
用
で
き
る

そ
う
だ
。
ま
た
、
事
前
予
約

制
で
一
人
２
４
０
ド
ル
か
ら

２
９
５
ド
ル
と
高
額
だ
が
、
気

球
搭
乗
体
験
を
申
し
込
む
こ
と

も
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
目
玉

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
別
料
金
が

発
生
す
る
が
、
音
だ
け
な
ら
ス

テ
ー
ジ
の
近
く
に
行
け
ば
聞
こ

え
て
く
る
の
で
ち
ゃ
っ
か
り
無

料
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
購
入
や
気
球
祭

の

詳

細

は
、

ウ

エ

ブ

サ

イ

ト

に

て
。https://w

w
w

.
balloonfestival.com

/

メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
を
コ
ン
ビ

ニ
チ
ェ
ー
ン
﹁
ク
イ
ッ
ク
チ
ェ

ッ
ク
﹂
か
ら
宝
く
じ
を
取
り
仕

切
る
﹁
Ｎ
Ｊ
ロ
ッ
タ
リ
ー
﹂
に

変
え
て
今
年
は
復
活
。
第
38
回

目
と
な
る
今
年
は
、
７
月
23
日

︵
金
︶
か
ら
７
月
25
日
︵
日
︶

ま
で
行
わ
れ
る
。

　

気
球
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

金
土
日
の
午
後
６
時
30
分
と
、

土
日
の
午
前
６
時
30
分
に
、
色

と
り
ど
り
の
１
０
０
基
に
も
及

ぶ
気
球
が
次
々
と
膨
ら
み
、
一

斉
に
大
空
に
飛
び
立
つ
場
面
。

こ
の
光
景
は
鳥
肌
モ
ノ
だ
。

　

ま
た
、
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

有
名
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト
︵
有
料
︶
の
ほ
か
数
時
間

お
き
に
色
ん
な
無
料
ラ
イ
ブ
が

楽
し
め
る
。
今
年
の
目
玉
出
演

者
は
土
曜
夜
の
ベ
ア
ネ
イ
キ
ッ

ド
・
レ
デ
ィ
ー
ス
と
日
曜
午
後

NJ気球祭復活
レディントン・ソルバーグ空港敷地

23日から25日まで開催

https://www.balloonfestival.com/
http://www.salon-oasis.net
http://jmart-usa.com/en/
http://op-ed.jp
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
tel:2019438003
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
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 BOOKS
　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
食

事
や
睡
眠
、
運
動
な
ど
の
生
活

習
慣
を
紹
介
し
た
書
籍
は
昔
か

ら
数
多
く
あ
る
が
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
い
ま
必
要
な
情
報
・

知
識
が
詰
ま
っ
た
本
書
。
昨
年

か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
関
連
の
ニ
ュ

ー
ス
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ

り
、
た
と
え
重
症
化
し
て
入
院

し
て
も
根
本
的
な
治
療
法
が
な

く
、
誰
も
が
﹁
自
分
の
身
は
自

分
で
守
ら
な
く
て
は
﹂
と
思
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
も
風

邪
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
す
べ

て
﹁
感
染
症
﹂
と
呼
ば
れ
る
病

気
で
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

の
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
す
る

こ
と
で
発
症
す
る
。
こ
れ
を
防

ぐ
に
は
と
に
か
く
﹁
病
原
体
を

近
づ
け
な
い
、
体
に
侵
入
さ
せ

な
い
﹂
こ
と
が
第
一
で
あ
る
の

と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
を

防
ぐ
う
え
で
要
と
な
る
の
が
本

書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
﹁
防
衛

体
力
﹂
だ
。　

　

防
衛
体
力
と
は
、
健
康
を
お

び
や
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

か
ら
﹁
心
身
を
守
る
の
に
必
要

な
総
合
的
な
体
力
﹂
の
こ
と
。

病
原
体
が
侵
入
し
て
き
た
ら
す

ぐ
に
抵
抗
す
る
﹁
免
疫
力
﹂、

気
温
や
湿
度
な
ど
体
内
外
の
環

境
変
化
に
対
応
す
る
﹁
適
応

力
﹂、
そ
し
て
自
ら
体
を
癒
す

﹁
自
己
治
癒
力
︵
回
復
力
︶﹂、

こ
れ
ら
す
べ
て
の
能
力
を
備
え

た
最
強
の
盾
だ
と
考
え
れ
ば
わ

か
り
や
す
い
。
著
者
で
医
学
博

士
の
岡
本
裕
氏
は
こ
う
説
明
す

る
。

　

１
９
５
７
年
大
阪
市
生
ま
れ

の
岡
本
氏
は
大
阪
大
学
医
学

部
、
同
大
学
院
卒
業
後
、
大
学

病
院
や
市
中
病
院
な
ど
で
主
に

悪
性
腫
瘍
︵
が
ん
︶
の
臨
床
・

研
究
に
携
わ
っ
た
が
、
従
来
の

医
療
・
医
学
の
考
え
方
と
手
法

に
限
界
を
感
じ
て
臨
床
医
を
辞

め
て
い
る
。
そ
し
て
２
０
０
１

年
、﹁
現
時
点
で
の
正
し
い
情

報
﹂
を
本
音
で
提
供
す
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
未
来
型
ク

リ
ニ
ッ
ク
﹁
e
ク
リ
ニ
ッ
ク
﹂

︵http://e-clinic21.or.jp/

︶

を
ス
タ
ー
ト
し
、
が
ん
患
者
を

含
む
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

岡
本
医
師
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
生
活
習
慣
の
工
夫
で
防
衛
体

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
そ
の
た
め
の
４
つ
の
力

と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
﹁
代

謝
力
﹂﹁
呼
吸
力
﹂﹁
血
管
力
﹂

﹁
腸
能
力
﹂
だ
。
特
に
腸
内
環

境
は
免
疫
力
を
大
き
く
左
右
す

る
大
切
な
要
素
で
、
さ
ら
に
メ

ン
タ
ル
、
食
事
、
運
動
の
３
つ

の
生
活
の
リ
ズ
ム
と
バ
ラ
ン
ス

が
肝
要
だ
と
述
べ
る
。
た
と
え

ば
、
朝
起
き
た
ら
太
陽
の
光
を

浴
び
る
事
で
生
体
時
計
が
リ
セ

ッ
ト
さ
れ
る
。
ま
た
、
食
事
は

お
腹
が
グ
ー
っ
と
鳴
っ
て
か
ら

に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
積

極
的
に
体
に
取
り
入
れ
た
い
食

材
・
油
な
ど
栄
養
素
の
リ
ス
ト

ま
で
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て

も
う
一
つ
大
切
な
事
は
、
自
分

の
今
の
健
康
状
態
を
常
に
知
っ

て
お
く
事
だ
。
体
の
声
に
耳
を

傾
け
﹁
い
つ
も
と
少
し
違
う
何

か
﹂
の
変
わ
り
目
を
早
急
に
と

ら
え
、
速
や
か
に
改
善
を
図
れ

ば
、
未
然
に
発
病
を
阻
止
す
る

事
が
で
き
る
と
あ
る
。

　

感
染
症
や
生
活
習
慣
病
に
対

抗
す
る
に
は
本
書
で
解
説
さ
れ

て
い
る
防
衛
体
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
現
代
の
病
気
の
多
く
を

占
め
る
生
活
習
慣
病
を
治
す
の

は
医
者
で
は
な
く
実
は
自
分
自

身
で
あ
る
と
も
著
者
は
言
う
。

そ
し
て
、
そ
の
秘
訣
は
日
々
の

過
ご
し
方
に
あ
る
。
一
見
あ
た

り
前
の
よ
う
な
事
ば
か
り
に
思

え
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
最
新

の
医
学
知
識
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
本
書

を
読
む
と
よ
く
理
解
で
き
る
。

軽
く
て
小
さ
な
文
庫
本
だ
が
、

中
身
が
濃
く
、
今
の
自
分
に
と

っ
て
必
要
な
多
く
の
情
報
が
わ

か
り
や
す
い
言
葉
と
イ
ラ
ス
ト

で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
バ
ッ
グ

に
入
れ
て
持
ち
歩
き
、
空
い
た

時
間
に
何
度
も
読
み
直
し
て
防

衛
体
力
の
獲
得
・
維
持
を
目
標

に
し
た
い
。　

︵
高
田
由
起
子
︶

 コロナ時代を穏やかに生きるための知識
岡本 裕・著

 三笠書房・刊

■本心（平野啓一郎、文藝春秋）時代設定は 2040 年代。「自
由死」を選び亡くなった母。悲しみと孤独を慰めようと青
年は AI によって再現された母の VF（バーチャルフィギュ
ア）の制作を依頼する。母の情報を学習した VF が母の本
心である亡くなった理由を語る。未来を舞台に SF 的な視
点から貧困、格差、高齢化など現在の問題をえぐる話題作。
■世界最速ビジネスモデル　中国スタートアップ図鑑（井
上達彦・鄭雅方、日経 BP）早稲田大学教授でありビジネ
スモデル研究の第一人者である著者が中国スタートアップ
の研究者と組み、アリババやテンセントをはじめ、それ
に続くスタートアップ企業の最速の勝ちパターンを解説す
る。■夢に迷って、タクシーを呼んだ（燃え殻、 扶桑社）「燃
え殻」というペンネームの著者は人生はなぜか忘れられな
かった小さな思い出の集合体でありと考えている。日々の
体験でいつか忘れてしまう、でも心のどこかに留めておき
たい記憶の断片を『週刊 SPA ！』に連載、加筆してまと
めた回顧録。■シャネル（山田登世子、ちくま文庫）コル
セットや裾の長いドレス着用が普通の時代、シャネルスー
ツはファッション界の革命だった。女性の身体を解放した
ココ・シャネル。今日における当たり前をたくさん生み出
した。フランス文学者で愛知淑徳大学教授の著者がシャネ
ルの「語録」から人生と伝説を読み解く、究極のシャネル
論。■探求する精神（大栗博司、幻冬舎新書）世界で活躍する物理学者が、
少年時代の本との出会い、武者修行の日々、若手研究者の育成にも尽力する
現在までの半生を振り返る。研究の原動力となるのが自分が面白いと思うこ
とを真剣に考え抜く探究心。これから学ぼうとしている若者から生涯現役で
学びたいと思う全ての世代の探求する精神を鼓舞するために書かれた。■苦
汁 200％ストロング（尾崎世界観、文春文庫）ミュージシャンであり小説家
の尾崎世界観が iPhone に綴った『苦汁 100％濃縮還元』に続く赤裸々日記
の第 2 弾。『母影』が芥川賞にノミネートされ、文庫版では芥川賞当落発表
の瞬間やテレビ番組「情熱大陸」に密着された日々を綴った「芥川賞候補ウッ
キウ記」を収録。表紙は蛍光塗料を塗った苦汁くんとのこと。（菊田幸乃）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

平
野
啓
一
郎
の
話
題
の
最
新
作
。
中
国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
。

人
生
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
小
さ
な
思
い
出
の
集
ま
り
。
究
極
の
シ
ャ
ネ
ル
論
。
探
求
す
る

心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
尾
崎
世
界
観
がiPhone

で
書
い
た
日
記
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

主
人
公
で
あ
る
44
歳
の
ア
リ

ス
は
最
愛
の
夫
と
両
親
を
失

い
、
郡
の
公
務
員
と
し
て
の
仕

事
を
淡
々
と
こ
な
す
だ
け
で
、

誰
と
も
関
わ
ら
な
い
孤
独
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
ア

リ
ス
の
子
供
の
頃
か
ら
の
夢

は
、
両
親
が
営
ん
で
い
た
果
樹

園
を
継
ぐ
こ
と
だ
っ
た
。
し
か

し
両
親
が
亡
く
な
る
前
に
農
園

は
売
却
。
ア
リ
ス
は
働
き
な
が

ら
ミ
ツ
バ
チ
飼
育
を
始
め
る
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
父
親
と
ふ

た
り
で
暮
ら
す
車
椅
子
の
少
年

ジ
ェ
イ
ク
と
、
内
気
な
青
年
ハ

リ
ー
に
出
会
う
。
同
じ
頃
、
郡

の
行
政
は
新
し
い
農
薬
の
Ｐ
Ｒ

に
乗
り
出
す
が
、
そ
の
農
薬
は

ミ
ツ
バ
チ
を
殺
す
こ
と
で
他
の

州
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
近
隣
の
果

樹
園
が
そ
の
農
薬
を
使
っ
た
こ

と
で
ア
リ
ス
の
蜂
が
大
量
に
死

ん
で
し
ま
う
。
ア
リ
ス
は
環
境

問
題
専
門
の
弁
護
士
と
協
力
し

て
農
薬
の
使
用
を
止
め
る
運
動

に
加
わ
る
。

　

ミ
ツ
バ
チ
を
き
っ
か
け
に
出

会
っ
た
若
い
ふ
た
り
と
の
交
流

や
反
対
運
動
な
ど
、
孤
独
な
生

活
か
ら
生
き
が
い
を
見
つ
け
た

女
性
の
物
語
。　
　
　

︵
高
田
︶

生
き
が
い
を
見
つ
け
た
女
性
の
物
語

 『The Music of Bees』
Written by Eileen Garvin

Published by  Dutton

http://e-clinic21.or.jp/%EF%B8%B6
http://e-clinic21.or.jp/%EF%B8%B6
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 第 410 回

　

い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
幅
広
く

武
道
、
舞
踊
、
芸
能
、
祭
な
ど

の
身
体
活
動
全
般
が
含
ま
れ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
史
学
会
が
ま
と

め
て
い
る
﹁
全
国
ス
ポ
ー
ツ
博

物
館
一
覧
﹂
に
も
、
伝
統
芸
能

に
関
す
る
博
物
館
や
展
示
施
設

が
約
20
館
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
回
紹
介
し
た
﹁
高
知
よ

さ
こ
い
情
報
交
流
館
﹂
も
、
よ

さ
こ
い
自
体
が
激
し
い
身
体
運

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
博
物
館
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
ス
ポ
ー

ツ
博
物
館
と
概
念
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
日
本
の
伝
統
芸
能
に

関
す
る
博
物
館
や
展
示
施
設
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

﹁
阿
波
お
ど
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
﹂︵
徳
島
県
徳
島
市
︶
は
、

阿
波
お
ど
り
会
館
内
に
あ
り
、

阿
波
お
ど
り
を
体
験
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
阿
波
お
ど
り

は
﹁
日
本
三
大
盆
踊
り
﹂
の
一

つ
と
さ
れ
、
約
４
０
０
年
の
歴

史
を
持
ち
ま
す
が
、
徳
島
県
内

の
小
・
中
・
高
校
で
は
体
育
の

授
業
や
体
育
祭
な
ど
で
演
目
と

し
て
採
用
し
て
い
る
学
校
も
多

く
、
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
8
月

12
〜
15
日
に
開
催
さ
れ
る
﹁
徳

島
市
阿
波
お
ど
り
﹂
は
、
踊
り

子
や
観
客
数
に
お
い
て
国
内
最

大
規
模
で
す
。
よ
さ
こ
い
が
伝

播
し
た
北
海
道
札
幌
市
に
お
い

て
﹁Y

O
SA

K
O

I

ソ
ー
ラ
ン
祭

り
﹂
と
し
て
自
由
に
発
展
し
、

﹁Y
O

SA
K

O
I

﹂
と
し
て
世
界

に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
阿

波
お
ど
り
も
全
国
・
世
界
展
開

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
三

大
盆
踊
り
の
あ
と
２
つ
の
郡
上

踊
り
と
西
馬
音
内
盆
踊
り
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
郡
上
八

幡
博
覧
館
﹂︵
岐
阜
県
郡
上
市
︶、

﹁
西
馬
音
内
盆
踊
り
会
館
﹂︵
秋

田
県
羽
後
町
︶
で
展
示
・
実
演

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

﹁
秋
田
市
民
俗
芸
能
伝
承
館

︵
ね
ぶ
り
流
し
館
︶﹂︵
秋
田
県

秋
田
市
︶
は
、
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
秋

田
竿
燈
ま
つ
り
で
使
わ
れ
る
竿

燈
を
展
示
し
て
お
り
、
ね
ぶ
り

流
し
の
実
演
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
は
、
竿

燈
全
体
を
稲
穂
に
、
連
な
る
提

灯
を
米
俵
に
見
立
て
、
額
・
腰
・

肩
な
ど
に
の
せ
、
豊
作
を
祈

る
も
の
で
、
ま
さ
に
身
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
必
要
と
す
る
踊
り
で

す
。﹁
東
北
三
大
祭
り
﹂
の
一

つ
と
さ
れ
、
青
森
の
ね
ぶ
た
祭

り
は
、
青
森
駅
前
の
青
森
市
文

化
観
光
交
流
施
設
﹁
ね
ぶ
た
の

家　

ワ
・
ラ
ッ
セ
﹂
内
に
﹁
ね

ぶ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂︵
青
森

県
青
森
市
︶
が
、
仙
台
の
七
夕

ま
つ
り
は
、
笹
か
ま
ぼ
こ
な
ど

を
製
造
す
る
鐘
崎
が
運
営
し
て

い
る
施
設
﹁
笹
か
ま
館
﹂
に
﹁
七

夕
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

﹁
エ
イ
サ
ー
会
館
﹂︵
沖
縄
県

沖
縄
市
︶
は
、
旧
コ
ザ
市
中
心

部
の
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ

ウ
ン
音
市
場
内
に
あ
り
、
エ
イ

サ
ー
の
歴
史
や
文
化
を
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
体
験
型
の
施
設

で
す
。
エ
イ
サ
ー
は
、
沖
縄
県

と
奄
美
群
島
で
旧
盆
︵
旧
暦
7

月
15
日
︶
に
踊
ら
れ
る
伝
統
芸

能
で
、
お
盆
に
現
世
に
戻
っ
て

く
る
祖
先
の
霊
を
送
迎
す
る
た

め
、
若
者
た
ち
が
歌
と
囃
子
に

合
わ
せ
、
踊
り
な
が
ら
地
区
の

道
を
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
だ
ん
じ
り
や
山
車
、
凧
揚

げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

博
物
館
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
伝
統
芸
能
に
関
す
る
博
物
館

が
多
々
あ
り
、
ま
さ
に
日
本
文

化
の
多
様
性
を
表
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

スポーツとしての
伝統芸能

129

 　
私
に
は
珍
し
く
﹁
介
護
接
遇

マ
ナ
ー
講
座
﹂
と
い
う
ご
依
頼

で
1
時
間
話
す
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
も
う
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
コ
ラ
ム
で
も
介

護
現
場
の
実
態
や
法
制
度
の
対

応
、
介
護
経
営
等
は
私
の
得
意

分
野
な
の
で
１
０
０
回
以
上
も

書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
ま
さ
か
﹁
接
遇
マ
ナ
ー
﹂

に
つ
い
て
語
る
日
が
来
る
と
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
た
く
し
ご
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
20
年
以
上
前
に
社
会
人
に

な
っ
た
時
に
は
、
マ
ナ
ー
研
修

が
一
番
嫌
い
で
、
そ
れ
を
見
透

か
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
最
後
ま

で
居
残
り
練
習
さ
せ
ら
れ
た

り
、
ロ
ー
プ
レ
で
社
員
の
前
で

笑
わ
れ
た
り
、
ト
ラ
ウ
マ
に
さ

え
な
る
始
末
。
私
は
﹁
接
遇
マ

ナ
ー
劣
等
生
﹂
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
私
が
や
る
で
あ
れ
ば
、

お
辞
儀
の
角
度
や
名
刺
の
受
け

方
や
エ
レ
ベ
ー
タ
の
か
み
座
・

し
も
座
と
か
、
メ
ラ
ビ
ア
ン
の

法
則
等
は
別
の
講
師
の
方
に
頂

く
こ
と
で
、
私
が
や
る
な
ら
﹁
接

遇
マ
ナ
ー
劣
等
生
が
地
の
底
か

ら
訴
え
る
講
座
﹂
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
訴
え
た
い
こ
と

は
３
つ
で
す
。

　

一
つ
目
が
、
働
く
み
ん
な
が

お
互
い
の
仕
事
を
尊
重
し
合
う

と
い
う
﹁
マ
ナ
ー
環
境
﹂
が
大

事
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
と
日
常

の
﹁
上
司
の
行
動
環
境
﹂
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
。
新
入
職
員

や
後
輩
は
無
意
識
に
上
司
の
言

葉
遣
い
、
態
度
、
表
情
等
の
雰

囲
気
を
見
て
、
身
に
つ
け
て
い

く
も
の
で
す
。
せ
っ
か
く
、
利

用
者
様
に
丁
寧
に
し
て
い
て

も
、
く
る
っ
と
振
り
返
っ
て
こ

ろ
っ
と
態
度
を
変
え
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
。
利
用
者
様

を
大
切
に
す
る
よ
う
に
、
お
互

い
の
仕
事
を
尊
重
し
合
っ
て
、

共
に
働
く
同
僚
や
部
下
へ
の
接

遇
環
境
が
大
切
と
い
う
こ
と
。

　

二
つ
目
が
、
介
護
制
度
の
一

部
の
加
算
が
大
き
く
変
わ
っ

て
、
接
遇
マ
ナ
ー
の
常
識
も
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
そ
の

常
識
︵
世
間
の
非
常
識
︶
の
大

き
な
転
換
。
例
え
ば
﹁
排
せ
つ

支
援
加
算
﹂
。
入
所
者
が
尿
意
・

便
意
を
職
員
へ
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職

員
が
適
時
に
排
せ
つ
を
介
助
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
主

た
る
理
由
と
し
て
お
む
つ
へ
の

排
せ
つ
と
し
て
い
た
場
合
、
加

算
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
利
用
者
が
﹁
ち
ょ
っ
と

ト
イ
レ
行
き
た
い
の
で
手
伝
っ

て
も
ら
え
ま
す
か
﹂
と
職
員
に

お
願
い
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
は

﹁
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
オ
ム
ツ
し

て
い
ま
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
私

手
が
離
せ
な
い
か
ら
オ
ム
ツ
の

中
に
し
て
も
ら
え
ま
す
か
ね
﹂

が
通
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。
そ
れ
と
、
﹁
自
立
支
援
促

進
加
算
﹂
も
そ
う
。
食
堂
で
は

車
椅
子
で
食
事
を
さ
せ
て
い
る

場
面
は
施
設
で
は
当
た
り
前
の

景
色
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

﹁
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
普

通
の
椅
子
を
用
い
る
。
本
人
の

希
望
を
尊
重
し
、
食
事
の
時
間

や
嗜
好
等
へ
の
対
応
︵
お
風
呂

の
時
間
等
︶
も
画
一
的
で
は
な

く
、
個
人
の
習
慣
や
希
望
を
尊

重
す
る
﹂
。
よ
く
施
設
で
聞
く

言
葉
で
﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ

こ
は
も
う
自
宅
じ
ゃ
な
く
て
、

集
団
生
活
な
ん
だ
か
ら
ル
ー
ル

に
従
っ
て
も
ら
い
ま
す
よ
。
息

子
さ
ん
よ
ろ
し
い
で
す
よ
ね
。
﹂

も
Ｎ
Ｇ
。
こ
れ
か
ら
は
本
人
の

希
望
を
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

が
新
し
い
接
遇
マ
ナ
ー
。

　

三
つ
目
が
、
人
の
噂
や
悪
口
、

人
の
評
価
を
し
な
い
と
い
う
マ

ナ
ー
。
悪
口
は
な
ん
と
な
く
自

分
の
地
位
を
上
げ
る
か
、
保
と

う
と
す
る
無
意
識
さ
の
あ
ら
わ

れ
だ
と
い
う
こ
と
。
悪
口
は
ス

ッ
キ
リ
す
る
し
、
結
束
力
が
固

ま
る
と
勘
違
い
す
る
ひ
と
が
多

い
で
す
。
そ
れ
は
人
間
じ
ゃ
な

い
。
理
性
を
失
い
、
自
分
の
範

囲
を
守
る
た
め
の
動
物
的
行
動

だ
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
、
み

な
さ
ん
に
や
っ
て
ほ
し
い
マ
ナ

ー
の
ひ
と
つ
。
１
日
一
回
、
他

人
の
う
わ
さ
話
。
あ
れ
？
す
る

な
と
言
っ
た
の
に
、
す
る
の
？

い
や
、
逆
で
す
。
ホ
メ
う
わ
さ

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に

居
な
い
人
を
﹁
ほ
め
る
﹂
の
で

す
。
直
接
ほ
め
る
よ
り
も
、
そ

の
効
果
は
大
き
い
で
す
。

　

そ
れ
は
数
を
重
ね
る
と
自
分

に
も
返
っ
て
き
ま
す
。
人
を
ほ

め
る
と
き
は
、
間
接
的
に
ほ
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
そ

れ
で
人
生
変
わ
り
ま
す
。
私
が

経
験
し
た
私
な
り
の
接
遇
マ
ナ

ー
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
人

生
は
こ
れ
で
い
い
方
に
現
在
進

行
形
で
動
い
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
、や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１
日
一
回
、
ほ
め
う
わ
さ
話
！

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

介
護
の
接
遇
マ
ナ
ー

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

Ｎ
Ｙ
土
筆
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

神
谷
書
写
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ニ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ル
︵PS290

︶

  協賛：米国ゼブラ社

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
42

回
夏
期
課
題
、
第
2
回
目
の
選

考
作
品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作

品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年

間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選

出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪

華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数

が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、

特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数

分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま

す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.ny
seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
要
項

の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
第
43
回
秋
季
課
題
の
発
表
は
８
月
28
日
号
の
予
定
で
す
。  
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﹁
命
﹂
が
何
か
を
考
え
る
に

は
、﹁
生
き
て
い
る
理
由
﹂
を

考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
日
考
え
て
、
毎
日
を

大
事
に
し
て
生
き
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
特
に
深
く
考
え
ず
に

な
ん
と
な
く
毎
日
を
生
き
て
い

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

宗
教
的
な
考
え
を
除
け
ば
、
僕

た
ち
が
生
き
て
い
る
理
由
は
、

た
だ
単
に
心
臓
が
動
い
て
脳
み

そ
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

て
、
人
間
よ
り
知
能
が
低
い
だ

け
で
同
じ
よ
う
に
生
き
て
い
る

ア
リ
な
ど
と
全
く
一
緒
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
人
間
や
そ
の
よ

う
な
動
物
が
そ
の
よ
う
に
動
い

て
い
る
理
由
は
何
か
、
と
い
う

質
問
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、﹁
生
き
る
た
め
﹂
に

あ
り
ま
す
。
動
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
食
物
な
ど
の
生
き
る
た
め

に
必
要
な
も
の
が
集
め
や
す
く

な
り
ま
す
。
植
物
と
比
べ
て
、

動
き
回
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

き
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、人
間
や
動
物
は
﹁
生

き
る
﹂
た
め
に
﹁
生
き
て
い
る
﹂

の
で
す
。
僕
た
ち
に
﹁
命
﹂
が

与
え
ら
れ
た
理
由
は
、﹁
生
き

る
た
め
﹂
に
あ
る
の
で
す
。

　

生
き
て
い
く
中
で
、
悩
み
事

や
心
配
事
な
ど
色
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
失
敗
し

て
も
、
ど
れ
だ
け
自
分
の
こ
と

が
嫌
い
で
も
、
僕
は
﹁
生
き
る
﹂

と
い
う
こ
と
を
す
る
だ
け
で
、

与
え
ら
れ
た
﹁
命
﹂
を
有
効
に

活
用
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
６
年
︶
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皆
さ
ん
は
何
か
新
し
い
こ
と

を
始
め
る
時
、
目
標
を
持
っ
て

か
ら
始
め
ま
す
か
？
そ
れ
と

も
、
あ
ま
り
深
く
は
考
え
ず
に

始
め
ま
す
か
？
多
く
の
場
合
、

例
え
ば
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
る
時

は
、
上
手
に
な
り
た
い
、
プ
ロ

に
な
り
た
い
、
な
ど
の
目
標
を

持
っ
て
か
ら
始
め
る
人
が
多
い

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
僕
は
ふ
と

思
い
ま
し
た
。﹁
僕
は
な
ん
で

日
本
語
学
校
に
通
い
始
め
た
の

だ
ろ
う
﹂、﹁
そ
し
て
今
、
ク
ラ

ス
の
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
の

に
、
続
け
て
い
る
理
由
は
な
ん

だ
ろ
う
？
﹂
と
。
皆
さ
ん
、
ご

存
知
で
す
か
？
僕
の
ク
ラ
ス
は

現
在
、
生
徒
が
た
っ
た
二
人
で

す
。

　

僕
は
三
歳
の
頃
か
ら
日
本
語

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
入
園

式
の
記
憶
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
週
学
校
に
行
き
、
遊
ん

だ
り
、
歌
っ
た
り
し
て
い
た
の

は
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
は
た

だ
友
だ
ち
や
先
生
と
遊
ぶ
事
が

楽
し
く
て
学
校
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。﹁
続
け
た
い
﹂
や
﹁
や

め
た
い
﹂
の
気
持
ち
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
学
部
に
上
が
る
と
、
算
数
、

漢
字
、
音
読
、
宿
題
と
い
う
高

い
壁
が
現
れ
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

僕
は
そ
の
時
も
遊
ぶ
事
が
目
的

で
学
校
に
行
っ
て
い
た
の
で
、

続
け
た
い
と
も
や
め
た
い
と
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
三
年
生
あ
た
り
か
ら
勉
強

が
一
気
に
難
し
く
な
り
、
次
第

に
﹁
し
ん
ど
い
、
や
め
た
い
﹂

と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
事
件
は
起
こ
り
ま
し

た
。
六
年
生
で
は
16
人
だ
っ
た

ク
ラ
ス
の
人
数
が
、
中
学
部
に

入
っ
て
か
ら
ど
ん
ど
ん
減
り
続

け
、
今
は
ま
さ
か
の
二
人
に
な

っ
た
の
で
す
。

　

こ
ん
な
弱
小
な
僕
た
ち
に
、

な
ぜ
神
様
は
コ
ロ
ナ
と
い
う
困

難
を
与
え
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
神
様
、
理
不
尽
で
す
。
た

だ
で
さ
え
小
さ
な
ク
ラ
ス
な
の

に
、
友
達
や
先
生
と
学
校
で
直

接
会
う
チ
ャ
ン
ス
も
、
僕
に
は

も
ら
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

現
在
の
リ
モ
ー
ト
授
業
で
は
、

生
徒
の
少
な
さ
と
画
面
越
し
の

授
業
な
の
が
理
由
で
、
発
言
回

数
は
異
常
に
多
く
、
沈
黙
し
た

ら
し
た
で
、
か
な
り
気
ま
ず
い

で
す
。
だ
け
ど
、
僕
は
日
本
語

学
校
の
勉
強
を
や
め
よ
う
と
は

思
い
ま
せ
ん
。

　

以
前
の
僕
は
学
校
で
友
達
と

ふ
ざ
け
た
り
、
遊
ぶ
こ
と
が
楽

し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
今
は
授
業
を
受
け
て
新
し

い
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
友
達
や

先
生
と
話
し
た
り
す
る
こ
と

が
、
リ
モ
ー
ト
だ
け
ど
楽
し
い

で
す
。
そ
う
思
え
る
こ
と
が
、

僕
の
続
け
る
理
由
で
す
。
今
、

僕
が
思
う
日
本
語
学
校
の
楽
し

さ
は
、
前
の
僕
が
思
っ
て
い
た

楽
し
さ
と
は
違
い
ま
す
。

　

未
来
の
僕
の
﹁
楽
し
い
﹂
と

い
う
感
覚
も
、
今
の
僕
の
﹁
楽

し
い
﹂
と
い
う
感
覚
か
ら
、
ま

た
変
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
楽
し
さ
は
変
化
し
ま
す
。

僕
は
今
、
純
粋
に
日
本
語
学
校

の
勉
強
が
割
と
楽
し
い
で
す
。

だ
か
ら
、
た
っ
た
二
人
の
ク
ラ

ス
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
で
き
る

だ
け
辞
め
ず
に
、
楽
し
く
勉
強

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
年
︶
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ぼ
く
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て

か
ら
タ
ウ
ン
の
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
は
英
語
が
分
か
る

か
ど
う
か
心
ぱ
い
で
し
た
が
、

何
回
か
通
う
う
ち
に
少
し
ず
つ

な
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
言

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
コ
ー
チ

の
動
き
を
見
た
り
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ま

ね
し
た
り
し
て
楽
し
く
れ
ん
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
友
だ
ち
も
何
人
か

で
き
て
、
コ
ー
チ
に
も
名
前
を

お
ぼ
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｋ

ｅ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
だ
と
長
い

の
で
、
Ｋ
ｅ
ｉ
と
よ
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
し
ば
ら
く

は
、
ド
リ
ブ
ル
や
シ
ザ
ー
ス
と

い
う
フ
ェ
イ
ン
ト
を
コ
ー
チ
に

ほ
め
ら
れ
た
り
、
し
合
で
、
五
、

六
点
と
る
こ
と
が
で
き
た
り
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
し
く

入
っ
て
来
た
子
が
と
て
も
上
手

で
、
試
合
中
、
ボ
ー
ル
を
う
ば

い
に
行
っ
て
フ
ェ
イ
ン
ト
で
一

気
に
か
わ
さ
れ
、
と
て
も
く
や

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
も
っ
と
も
っ
と
上
手

に
な
ろ
う
と
心
に
決
め
、
ド
リ

ブ
ル
や
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
れ
ん

習
に
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
来
は
、
ロ
ナ
ウ
ジ
ー

ニ
ョ
の
よ
う
な
足
さ
ば
き
の
す

ご
い
サ
ッ
カ
ー
せ
ん
手
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
ク
ラ
ブ
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
わ
ざ
を
き
そ
い
あ
っ
た
り
、

進
ん
で
れ
ん
習
を
重
ね
た
り
し

て
、
ど
力
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
２
か
月
︶

　

ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ

た
。
ぼ
く
の
父
は
イ
タ
リ
ア
人
。

ぼ
く
の
母
は
日
本
人
。
ぼ
く
の

母
は
ぼ
く
に
﹁
ル
イ
君
、
ル

イ
君
、
ル
イ
君
は
な
に
人
だ
と

思
う
。﹂
と
よ
く
聞
く
。
で
も
、

ぼ
く
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
だ

っ
て
、
ぼ
く
は
ぼ
く
だ
も
ん
。

　

ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
ア
メ
リ

カ
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
色
々

な
国
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
が
住
ん
で
い
る
メ
ル
テ
ィ
ン

グ
ポ
ッ
ト
だ
。
ぼ
く
の
現
地
校

の
友
だ
ち
は
、
か
ん
国
、
中
国
、

台
わ
ん
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ロ
シ

ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
み
ん
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ち
が
う
。
だ

か
ら
こ
そ
面
白
い
。
だ
か
ら
、

授
業
中
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
る
と
、
色
々
な
意
見
が
出

て
く
る
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
同

じ
で
な
く
て
よ
い
。
み
ん
な
が

ち
が
う
意
見
を
持
つ
事
が
良

い
。
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
話

し
合
う
事
が
面
白
い
。

　

ぼ
く
は
、
平
日
は
現
地
校
、

土
曜
日
は
育
英
学
園
の
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
平
日
の

ほ
う
か
後
に
イ
タ
リ
ア
語
の
勉

強
を
す
る
。
冬
は
日
本
で
祖
母

と
過
ご
し
、
夏
は
イ
タ
リ
ア
の

父
の
家
族
の
も
と
へ
遊
び
に
行

く
。
ぼ
く
は
、
日
本
の
食
べ
物

が
大
好
き
で
、
特
に
う
め
ぼ
し

と
な
っ
と
う
が
大
好
物
。
温
泉

も
好
き
だ
し
、
な
ん
と
い
っ
て

も
日
本
は
き
れ
い
で
み
ん
な
や

さ
し
い
。
道
に
ゴ
ミ
も
落
ち
て

い
な
い
。
イ
タ
リ
ア
に
行
く
と

い
と
こ
が
二
人
い
る
の
で
た
く

さ
ん
遊
ん
で
、
パ
ス
タ
や
ピ
ザ

を
食
べ
る
。

　

日
本
で
は
、
祖
母
が
﹁
う
ん

う
ん
﹂
と
し
ず
か
に
う
な
ず
き

な
が
ら
ぼ
く
の
話
を
聞
い
て
く

れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
テ
ー

ブ
ル
を
か
こ
ん
で
み
ん
な
が
一

斉
に
話
し
出
す
。

　

ぼ
く
は
、
今
は
ぼ
く
が
な
に

人
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ぼ
く

は
ぼ
く
。
世
界
で
一
人
だ
け
の

ぼ
く
。
な
に
人
で
も
い
い
よ
。

み
ん
な
と
や
さ
し
く
、
お
た
が

い
を
思
い
合
っ
て
過
ご
し
て
、

ぼ
く
達
の
地
球
を
大
切
に
す
る

こ
と
。
そ
れ
が
、
ぼ
く
が
今
、

一
番
思
う
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ■児童生徒作文のページ■
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 ﹁
ぼ
く
は
ぼ
く
だ
よ
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ピ
ニ
　
琉
伊

 ﹁
続
け
る
理
由
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
壮
彦

 ﹁
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
れ
ん
習
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
経
一
郎

　

キ
ッ
チ
ン
で
、
あ
げ
物
を
し

て
い
る
音
が
聞
こ
え
て
き
た
の

で
母
に
夕
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
を
た

ず
ね
て
み
る
と
、﹁
か
ら
あ
げ

よ
。﹂﹁
わ
ー
い
。﹂
私
も
妹
も

大
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

か
ら
あ
げ
の
外
が
パ
リ
パ
リ

で
中
が
や
わ
ら
か
く
て
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
所
が
大
好
き
で
す
。
う

ち
の
か
ら
あ
げ
は
し
ょ
う
油
、

に
ん
に
く
、
し
ょ
う
が
の
味
つ

け
だ
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
味
が
と
て
も
お
い
し
い
の

で
す
。
か
ら
あ
げ
は
ア
メ
リ
カ

で
は
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
だ
と
思

い
ま
す
。
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
は

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
た
く
さ
ん

食
べ
る
事
が
出
来
ま
す
が
、
う

ち
の
か
ら
あ
げ
の
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
と
か
ら
あ
げ
は
何
が
ち

が
う
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

家
で
食
べ
る
か
ら
あ
げ
は
な
ん

だ
か
ほ
っ
と
す
る
味
で
す
。
と

て
も
お
い
し
い
の
で
ア
メ
リ
カ

で
こ
の
か
ら
あ
げ
を
売
っ
た
ら

大
人
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
一
度
だ
け
母
の
手
伝
い

を
し
て
か
ら
あ
げ
を
作
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
。
あ
げ
物
は
油
が

は
ね
る
の
で
こ
わ
い
で
す
が
、

今
度
は
一
人
で
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
家
族
に
食
べ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
︶

 「私の好きな夕食」
　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小５

　　　　　　　　　　　　　　　桂　奈生

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
は
6

月
25
日
に
全
日
課
程
、
26
日
に

土
曜
課
程
の
終
業
式
を
行
っ

た
。
全
日
課
程
で
は
、
校
長
が

４
月
の
始
業
式
に
話
し
た
﹁
き

ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
﹂﹁
背
筋

を
伸
ば
し
て
学
習
す
る
﹂
と
い

う
２
つ
の
課
題
を
ま
ず
確
認
。

夏
休
み
に
向
け
、３
つ
目
の
﹁
本

を
た
く
さ
ん
読
む
﹂
と
い
う
課

題
が
出
さ
れ
た
。﹁
本
を
た
く

さ
ん
読
む
と
言
葉
が
増
え
、
そ

の
言
葉
を
集
め
て
花
束
が
で
き

る
。
そ
の
花
束
を
お
う
ち
の
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
﹂
と
い
う
話
を
子
ど
も
達

は
背
筋
を
伸
ば
し
て
聞
い
て
い

た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
達
の
１

学
期
間
の
頑
張
り
を
た
た
え
、

一
人
一
人
に
﹁
が
ん
ば
り
賞
﹂

が
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
退
園
す

る
児
童
に
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か

ら
励
ま
し
の
言
葉
と
共
に
、
皆

の
写
真
を
印
刷
し
た
バ
ッ
グ
が

贈
ら
れ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
イ

1
学
期
終
業
式

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校(

菱
沼
省
二
校
長)

初
等

部
20
人
・
中
等
部
27
人
は
6
月

24
日
、
ア
メ
リ
カ
で
は
じ
め
て

の
世
界
遺
産
都
市
で
あ
る
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
帰
り
旅
行
を

行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
建
国
に
か

か
わ
り
の
深
い
建
築
物
を
見
学

す
る
活
動
を
通
し
て
、
ア
メ
リ

カ
社
会
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
た
。

　

４
・

５

年

生

はT
he 

Franklin Institute
を

中

心
に
活
動
し
、
６
〜
９
年
生

はN
ational C

onstiution 
C

enter

を
中
心
に
周
辺
を
探

索
し
た
。
６
年
生
３
人
の
児
童

は
﹁
事
前
学
習
で
調
べ
て
い
た

物
の
写
真
を
実
際
に
見
て
迫
力

を
感
じ
た
﹂﹁
学
年
と
自
分
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
﹂﹁
初
め
て
の
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
で
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か

っ
た
﹂
と
感
想
を
話
て
い
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
︵
久
我
正
次
郎
校
長
︶
は

６
月
26
日
、
１
期
の
最
終
日
に

幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
全

校
児
童
生
徒
に
よ
る
﹁
七
夕
飾

り
﹂
を
２
年
ぶ
り
に
行
っ
た
。

当
日
は
、
始
業
前
に
父
母
の
会

行
事
委
員
の
保
護
者
が
廊
下
一

面
に
竹
笹
を
準
備
し
た
。
そ
の

後
、
時
間
差
を
も
う
け
て
、
子

ど
も
達
は
願
い
を
書
い
た
短
冊

を
飾
り
付
け
て
い
っ
た
。ま
た
、

幼
児
部
の
子
ど
も
が
折
り
紙
で

作
っ
た
飾
り
が
華
を
添
え
た
。　

　

短
冊
に
は
﹁
コ
ロ
ナ
が
終
わ

り
ま
す
よ
う
に
﹂、﹁
お
ば
あ
さ

ん
と
お
じ
い
さ
ん
に
会
い
た

い
﹂、﹁
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
び

た
い
﹂
な
ど
の
願
い
事
が
書
か

れ
て
い
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
校

七
夕
祭
り

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
︶
は
、

第
39
回
目
と
な
る
育
英
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
︵
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
笠
間
将
平
︶
を
開
催
中
。

　

幼
児
部
門
は
﹁
触
っ
て
み
よ

う
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
片
栗
粉
を

使
っ
た
感
触
遊
び
を
行
っ
た
。

ま
ず
は
谷
川
俊
太
郎
作
の
絵

本
﹁
も
こ
も
こ
も
こ
﹂
の
読
み

聞
か
せ
か
ら
、
日
本
特
有
の
表

現
﹁
オ
ノ
マ
ト
ペ
﹂
に
興
味
を

示
す
子
ど
も
た
ち
。
次
に
片
栗

粉
に
少
し
ず
つ
水
を
足
し
な
が

ら
ス
ラ
イ
ム
を
作
る
様
子
を
見

せ
る
と
、﹁
や
っ
て
み
た
い
！
﹂

と
次
々
と
声
が
上
が
っ
た
。﹃
サ

ラ
サ
ラ
﹄﹃
ふ
わ
ふ
わ
﹄
か
ら
、

少
し
ず
つ
水
を
足
す
ご
と
に

﹃
ご
わ
ご
わ
﹄﹃
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
﹄

﹃
と
ろ
と
ろ
﹄
な
ど
、
出
て
く

る
言
葉
が
変
化
す
る
子
ど
も
た

ち
。
ス
ラ
イ
ム
が
苦
手
だ
と
言

っ
て
い
た
子
も
、
手
か
ら
伝
わ

っ
て
く
る
感
触
の
違
い
を
楽
し

ん
だ
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.nykoyamashodo.com/
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.gwjs.org
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http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.idocenter.com
http://myriverside.net/home
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 千葉真知子の

 ART COOKING

　

家
庭
で
は
定
番
料
理
と
思
わ

れ
る
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
で
す
が
、

味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
た
ち

ょ
っ
ぴ
り
ピ
リ
辛
で
片
栗
の
と

ろ
み
を
入
れ
な
い
ス
ー
プ
仕
立

て
の
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
江
戸
中
期
に
作

ら
れ
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
器
に

盛
り
つ
け
て
。

作
り
方

１　

豆
腐
は
水
分
を
切
り
、
１
・

材料
絹こし豆腐（大きめの豆腐）
.......................................... １丁
玉ねぎみじん切り　　　　　　　　　　
.....................................１/ ２個
にんにくスライス ............. ２片　　　　
生姜スライス ...８枚　（約 20g）
浅葱 .................................. ４本
胡麻油 ............................... 小２　　　　　　　

調味料
醤油 .................................. 大２
ヤンニンジャン ................ 大２
山椒の粉 ........................... 少々
オイスターソース ...........大 1/2
ラー油 ............................... 小１
ナンプラ ........................... 少々
水 ............................... １カップ
ごま油 .............................小 1/2

麻
婆
豆
腐

５
セ
ン
チ
角
に
切
り
ま
す
。

２　

鍋
に
胡
麻
油
を
入
れ
て
熱

し
、
生
姜
、
に
ん
に
く
ス
ラ
イ

ス
を
入
れ
て
や
や
焦
げ
目
が
つ

く
よ
う
に
炒
め
、
玉
ね
ぎ
み
じ

ん
切
り
を
加
え
、
水
、
調
味
料

を
入
れ
て
熱
し
ま
す
。

３　

②
に
①
の
豆
腐
を
加
え
て

崩
れ
な
い
よ
う
に
弱
火
で
煮
含

め
、
浅
葱
み
じ
ん
、
胡
麻
油
小

１
を
加
え
、
豆
腐
に
あ
る
程
度

調
味
料
が
染
み
込
ん
で
赤
く
な

っ
た
ら
出
来
上
が
り
で
す
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
艶
っ
ぽ
く
華
や
か
で

洗
練
さ
れ
た
芸
舞
妓
や
太
夫
を

描
き
続
け
る
日
本
画
家
、
黒
川

雅
子
氏
の
作
品
を
紹
介
し
て
い

る
。
黒
川
氏
が
初
め
て
舞
妓
を

描
き
始
め
た
の
は
30
年
前
。
以

来
、
毎
月
祇
園
甲
部
に
、
そ
し

て
時
に
は
宮
川
町
や
嶋
原
に
写

生
に
通
っ
て
い
る
。
﹁
芸
舞
妓

や
大
夫
を
写
生
す
る
度
に
、
伝

統
工
芸
を
全
身
に
纏
っ
た
生
き

た
美
術
工
芸
品
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
日
本
画
は
天
然
の
岩
石

や
ガ
ラ
ス
質
の
絵
の
具
、
金
、

銀
、
プ
ラ
チ
ナ
等
、
鉱
物
で
描

く
大
変
珍
し
い
絵
画
。
海
外
の

方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
﹂
と
語
っ
て
い

る
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
輪

違
屋
の
如
月
太
夫
を
は
じ
め
、

芸
舞
妓
を
描
い
た
作
品
を
解
説

と
と
も
に
紹
介
す
る
。
詳
細

はhttps://nippongallery.
nipponclub.org/

を
参
照
。

黒川雅子展
日本画で描く芸舞妓
日本クラブ WEB ギャラリー

 

デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

﹁
週
刊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
﹂

と
い
う
Ｎ
Ｙ
在
住
日
本
人
向
け

週
刊
紙
に
興
味
深
い
記
事
が
載

っ
て
い
た
。﹁
リ
ー
バ
イ
ス
・

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
︵
循
環
経

済
︶
！　

古
着
再
販
サ
イ
ト
新

設
立
﹂
だ
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

と
は
、
顧
客
か
ら
古
着
ジ
ー
ン

ズ
を
買
い
取
る
。
顧
客
︵
売
り

手
︶
は
商
品
券
約
20
ド
ル
分
程

度
︵
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
場
合
は
35

ド
ル
分
程
度
︶
を
も
ら
え
る
。

買
い
取
り
方
法
は
郵
送
で
受
け

付
け
る
。
同
社
で
は
古
着
商

品
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
自

社
Ｅ
コ
マ
ー
ス
サ
イ
ト
で

50
〜
１
０
０
ド
ル
で
販
売

す
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
古
着
で
も
売
り
手
は

５
ド
ル
の
商
品
券
の
特
典

が
あ
る
。
ま
た
、
再
生
不

可
能
な
も
の
は
断
熱
材
等

の
素
材
と
し
て
再
利
用
す

る
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
、

SD
G

s

に
基
づ
く
環
境
問
題

へ
の
配
慮
も
含
ま
れ
て
い

る
。
古
着
の
再
生
販
売
に

よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
約

80
％
削
減
、
廃
棄
も
７
０
０
Ｇ

削
減
で
き
る
と
い
う
。

　

わ
か
り
や
す
く
、
実
行
可
能

なSD
G

s

例
と
し
て
紹
介
し

た
。　
　
　
　
　
　

︵
お
わ
り
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

385：実行可能な SDGs 例 〜リーバイスの場合〜

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
世
界
で
演
奏
、
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
活

動
を
行
う
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
浅
井
岳
史
が
、
18
枚
目

の
ア
ル
バ
ム
﹁T

he E
lectric 

Project V
ol. 2

﹂
を
発
売
し

た
。
音
楽
は
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

の
ダ
ン
ス
ビ
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の

即
興
演
奏
の
融
合
と
い
う
、
今

ま
で
誰
も
行
わ
な
か
っ
た
新
境

地
で
、
全
15
曲
の
作
曲
、
全
楽

器
の
演
奏
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

か
ら
サ
ウ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

さ
ら
に
写
真
も
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ

ザ
イ
ン
も
一
人
で
手
が
け
た
。

レ
ー
ベ
ル
は　

Fono B
ono 

R
ecords

。
ア
ル
バ
ム
の
購
入

は
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
＆
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

：A
pple M

usic

、

Spotify
、A

m
azon

な

ど

全
て
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、

C
D

： ep2cd.takeshiasai.
com

 B
uy C

D
 D

irect

を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

 

星
の
島
句
会

手
の
ひ
ら
の
ト
マ
ト
の
内
に
あ
る
宇
宙 

さ
く
は
ら 

あ
や　
　

刃
が
光
る
薄
い
手
の
平
冷
奴 

カ
ズ
コ
・
ス
ト
ー
ン

大
夕
焼
半
音
上
が
っ
て
か
ら
消
え
る 

月
野
ぽ
ぽ
な

越
し
来
た
る
南
の
島
や
雲
の
峰 

豊
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ジャズピアニスト

浅井岳史が CD
全て１人で作る
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